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　新年あけましておめでとうご
ざいます。本年も会員の先生
方の御健勝と御多幸を祈念い
たします。
　昨年の今頃はＣＯＶＩＤ１９
がまだ流行し、マスクなしで
外出される人には脅威すら覚
えましたが、現在Ａ型インフル
エンザの流行にも拘わらずマスク着用者は激減している
現状です。
　昨年　阪神タイガースが、セ・リーグの優勝を果たし
ました。流行語大賞にもノミネートされた ‘‘アレ’’ が現実
のものとなりました。セ・リーグ優勝のかかった広島カー
プとの一戦には、私は甲子園球場で観戦していましたが、
勝った瞬間飛び上がり、バンザイを連呼し、美酒に浸り
ながら‘‘六甲おろし’’を歌いました。更に日本シリーズでは、
パ・リーグの覇者　オリックス・バッファローズに勝利を
収め、３８年ぶりの日本一を達成しました。
　さて、大阪医科大学の１００周年事業として計画され
た事業は進捗しています。手術棟、エネルギー棟に続き、
新本館Ａ棟（１２階建て）での２４時間断らない３次救
急の体制が整備され、救急患者さんもうなぎ登りに増え
ています。循環器、外科、内科、消化器外科、整形
外科等の救急に対応した医局も整備されました。
　大阪医科薬科大学病院の特長の１つに交通の便が
挙げられます。阪急高槻駅からはほぼ直結し、ＪＲ高槻
駅からも徒歩圏内です。これ程交通の便のよい大学病
院は全国でも少ないと思われます。現在、１２階建ての
Ｂ棟の工事が始まり、完成の暁には西日本でも有数の大
学病院になることでしょう。又、世界に２カ所しかないＢ
ＮＣＴ棟も稼働し再発性の頭頸部癌に対する有効率は１
回の放射線照射でも７０％近い有効率との治験結果も出
ています。厚労省から正式に認可されれば全国からも
注目されるでしょう。
　更に学問の面でも、大阪医科大学卒業で他大学の
医学部や医療系の大学等にて教授に就任されておられ
る優秀な先生が３８名もおられる事です。（仁泉会事務
局調査）
　さて、コロナ禍で自粛されていた支部会が、クラス会が、

新年の御挨拶
大阪医科薬科大学仁泉会
理事長　安藤嗣彦（学 20期）

続 と々再開されています。これらの会がなくして会員同
士の親睦はありえません。仁泉会は支部会開催時、講
演会の講師並びに理事派遣、更には賛助金贈呈等の
事業を行っています。又、クラス会開催時には案内状
の発送の事業もしております。お気軽に御依頼下さい。
　現在、日本のみならず、医療分野は驚く程のスピード
で進歩し、今後ＡＩを駆使した診断治療が主体となるで
しょう。これからの事業や医療器具の購入には高額の資
金が必要で、大学からの寄付の依頼にも御配慮いただ
ければ幸いです。
　大阪医科大学と薬科大学が合併し、本学は医学部、
薬学部、看護学部、大学院を有する医療系の複合大
学となりました。これを契機に医学部と薬学部の同窓会
同士の交流も行われています。現在、本部総会時や、
懇親会では薬学部の同窓会長も招待し交流を深めてい
ます。各支部におかれましても何とぞ御配慮いただけれ
ば幸いです。
　仁泉会では、同窓会事業以外にも様々な事業があり
ます。基金部門では奨学金貸与事業があり、一般部門
として大学の教室主催の学会への援助、学園祭、西
医体の援助、優秀な成績で卒業された学生に対する仁
泉会理事長賞等々多岐に及びます。これらの事業は先
生方の年会費にて運営されています。現在会費の納入
率が５０％を切っています。是非とも御協力の程お願い
いたします。
　以上、仁泉会理事長の新年のご挨拶とさせていただ
きます。
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　新年おめでとうございます。
　皆様にはよい新年をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　旧年中、仁泉会の諸先生
方には大変お世話になり、感
謝申し上げます。
　さて、世界はロシアのウクラ
イナ侵攻が始まって凡そ２年、
そして先般はイスラエルとパレスチナ（ハマス）との間で
軍事紛争が起こり、最初の２～３週間だけでも双方１万
数千人が死亡し、また、アフリカでもいくつかの部族間
で衝突が生じています。人間はいつ（何歳）になった
らこのような戦いを止めるのでしょうか。
　最近の世界経済情勢は長期の地域間紛争により物
流の混乱、物価の高騰、不安定な金利が続いています。
日本経済も新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、
感染者数の低下もあって緩やかな回復にあるものの、

新年のご挨拶
学校法人大阪医科薬科大学
理事長　植木 實

円安ドル高が止まらず、物価の高騰、人件費の上昇、
働き方改革に伴う労働力不足、大学では入学定員割
れが増えるなど、本学法人を取り巻く状況は厳しくなっ
ています。
　ここで昨年度（２０２２年）及び今年度（２０２３年）の
法人及び大学病院の収支を振り返ってみたいと思います。
　まず大学病院について、２０２２年度は新型コロナウイ
ルス感染症への対応が減少したことから、外来患者数
（新患・再来）は前年度に比べて１日平均７３人増えて
２‚１４７人に、入院患者数は１日平均２３.８人増えて７３６人、
病床稼働率は＋0.８％の８7.３％、平均在院日数は－０.３日
の１１.９日、そして外来診療単価は少し減少して１９‚２９６
円、入院診療単価は＋２‚６９３円の９１‚７３５円となって、
収入合計は＋6.７％の３９‚２３１百万円となり、そのうち医
業収益が＋4.４３％の３５‚７０６百万円となりました。ここで
医業利益（医業収益－医業費用）をみますと、医業費
用が３６‚１３６百万円と大きく伸びたことにより医業利益は
－４３０百万円と赤字でした。これは全国の大学病院とも
同様ですが、人件費、医材費、光熱水費及び給食材
料費等の高騰によるものです【図１】。しかし、２０２２年
度はコロナ関連補助金や開院した救命救急センター部
門の建築補助金を含んだ医業外収益３‚５２５百万円が

あったことから、これらの補助金で収支差額が黒字にな
るという皮肉な結果になりました。法人全体についても、
前述の補助金等により昨年度（２０２２年）の収支差額
は４‚６２４百万円の黒字となりました【図２・図３】。ただ、
今年度（２０２３年度）は補助金等はほとんど望めず、
本大学病院の経営に高い危機感を持って臨んでおりま
すが、４～１０月の病院収支差額は月に変動はあるもの
の＋２５８百万円の状態にあり【図４】、１２月～１月の休
日及び医師の冬期休暇による減収を心配しております。
　このような本大学病院の環境下にあって、本学法人
では一昨年７月に完成した病院新本館Ａ棟は救命救急
センター及び放射線診断・治療科を中心とする各検査
センターが極めて順調に稼働しており、中でも三次救急
が加わった救命救急センターは三島医療圏の救急患者
の最後の砦となっています。次に建築が進んでいる病院
新本館Ｂ棟【図５】は、病院の顔となる玄関・外来棟
が約半分を占め、待ち時間の多かった会計及び支払い
等はＡＩの活用で著しく改善される予定であり、基本構
想に掲げる「超スマート医療を推進する大学病院」の
具現化が図られます。また、同一臓器を診る内科と外
科は同一フロアで受付するなど、スーパースマートホスピ
タルの名に相応しい先進的機器を備えた医療体制を整

えると共に、自然と触れ合うことで健康や幸せを得られる
というバイオフィリアの考えに沿い、大原美術館と提携し
てホスピタル・アートを採り入れる計画です。それと同時
に、患者さんやそのご家族に優しい、医療従事者にも
親切な「あたたかい病院作り」を進めており、ご意見
箱に寄せられる患者さんやご家族からの投書が感謝や
お褒めの言葉で 50％を超えることを目標の１つに据え、
教職員全体でホスピタリティある対応ができるよう、接遇
を改めて見直す活動を始めています。これは、本大学
病院が掲げる経営スローガン「大学病院のＶａｌｕｅ発揮
の刻」を推進することにもつながると信じています。
　また、文部科学省は令和１０年までに全大学耐震化
１００％構想を立てていますが、本大学も病院以外の建
物も建て替える必要があり、古い建物の法医解剖室・
法医学教室と実験動物センターを合わせて第１研究館と
し、旧学生会館跡に今年中（６月頃）に着工し、約１
年で完成の予定です【図６】。
　一方、本学法人は、令和７年４月に実施される私立
学校法改正法の趣旨を踏まえ、寄附行為変更や関連
する規則類の整備を行い、効率的で公正・安定的なガ
バナンス体制の構想を進めています。また、大学では三
学部とも改訂モデル・コア・カリキュラムに対応した新カ

リキュラムの実施、多様な入試制度や各種センターの整
備を行い、研究面では教員個々の研究を支援すると共
に先端のがん治療ＢＮＣＴや小児高次脳機能（ＬＤ）研
究所の活動を促進します。高槻中学校・高等学校にお
いては、グローバル教育の推進を引き続き図りながら、
徳育教育や高大接続の推進などに注力し、人物育成
型の最優の進学校を目指します。
　本学法人は、設立当初から教育・研究・医療を通
じて社会貢献活動を行ってまいりましたが、２０１５年９月
に国際本部で開催された「持続可能な開発サミット」に
おいて採択された「持続可能な開発（発展）目標
（SDGs）」に共感すると共に、社会貢献活動は持続（継
続）可能であることが重要であるという考えに至りました。
２０２０年度後半から「国連大学ＳＤＧ大学連携プラット
フォーム」に参画して他大学と共に活動を始め、２０２２
年には「社会貢献・SDGs 推進室」を設置し、本学法
人の社会貢献・SDGs 活動に関する情報を集約して「社
会貢献 SDGs サイト」を立ち上げて公開するなど、教
職員はもとより、多くのステークホルダーに情報を発信し
ています。また、人の健康を支え、持続可能な社会に
貢献できる人材育成を目指し、2023 年度より大学院修
士課程に SDGs/SDH コースを開設しました。他にも、
大学や企業、自治体といった外部組織との共創を通し
て新たな価値を生み出す活動も進めています。
　本学法人の社会貢献・SDGs 活動は、ISO２６０００（組
織の社会的責任に関する国際規格）と SDGs の考えを
融合させて「サステナビリティ活動冊子」としてとりま
とめており、２０２４年３月には「生まれる、繋ぐ、輝く
INOCHI」をコンセプトに定めた第４版が完成します【図７】。

発刊されましたら仁泉会の皆様にもお届けする予定です
ので、ご高覧下されば幸いです。
　本学法人は今年も堅実／スマート経営を行いつつ、
super smart 教育・研究・医療を実践し、さらなる成
長を図ってまいります。
　仁泉会諸先生の本年の益々のご健康とご活躍を祈念
しまして、新年のご挨拶と致します。
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【図７】

　新年おめでとうございます。
　皆様にはよい新年をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　旧年中、仁泉会の諸先生
方には大変お世話になり、感
謝申し上げます。
　さて、世界はロシアのウクラ
イナ侵攻が始まって凡そ２年、
そして先般はイスラエルとパレスチナ（ハマス）との間で
軍事紛争が起こり、最初の２～３週間だけでも双方１万
数千人が死亡し、また、アフリカでもいくつかの部族間
で衝突が生じています。人間はいつ（何歳）になった
らこのような戦いを止めるのでしょうか。
　最近の世界経済情勢は長期の地域間紛争により物
流の混乱、物価の高騰、不安定な金利が続いています。
日本経済も新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、
感染者数の低下もあって緩やかな回復にあるものの、

円安ドル高が止まらず、物価の高騰、人件費の上昇、
働き方改革に伴う労働力不足、大学では入学定員割
れが増えるなど、本学法人を取り巻く状況は厳しくなっ
ています。
　ここで昨年度（２０２２年）及び今年度（２０２３年）の
法人及び大学病院の収支を振り返ってみたいと思います。
　まず大学病院について、２０２２年度は新型コロナウイ
ルス感染症への対応が減少したことから、外来患者数
（新患・再来）は前年度に比べて１日平均７３人増えて
２‚１４７人に、入院患者数は１日平均２３.８人増えて７３６人、
病床稼働率は＋0.８％の８7.３％、平均在院日数は－０.３日
の１１.９日、そして外来診療単価は少し減少して１９‚２９６
円、入院診療単価は＋２‚６９３円の９１‚７３５円となって、
収入合計は＋6.７％の３９‚２３１百万円となり、そのうち医
業収益が＋4.４３％の３５‚７０６百万円となりました。ここで
医業利益（医業収益－医業費用）をみますと、医業費
用が３６‚１３６百万円と大きく伸びたことにより医業利益は
－４３０百万円と赤字でした。これは全国の大学病院とも
同様ですが、人件費、医材費、光熱水費及び給食材
料費等の高騰によるものです【図１】。しかし、２０２２年
度はコロナ関連補助金や開院した救命救急センター部
門の建築補助金を含んだ医業外収益３‚５２５百万円が

あったことから、これらの補助金で収支差額が黒字にな
るという皮肉な結果になりました。法人全体についても、
前述の補助金等により昨年度（２０２２年）の収支差額
は４‚６２４百万円の黒字となりました【図２・図３】。ただ、
今年度（２０２３年度）は補助金等はほとんど望めず、
本大学病院の経営に高い危機感を持って臨んでおりま
すが、４～１０月の病院収支差額は月に変動はあるもの
の＋２５８百万円の状態にあり【図４】、１２月～１月の休
日及び医師の冬期休暇による減収を心配しております。
　このような本大学病院の環境下にあって、本学法人
では一昨年７月に完成した病院新本館Ａ棟は救命救急
センター及び放射線診断・治療科を中心とする各検査
センターが極めて順調に稼働しており、中でも三次救急
が加わった救命救急センターは三島医療圏の救急患者
の最後の砦となっています。次に建築が進んでいる病院
新本館Ｂ棟【図５】は、病院の顔となる玄関・外来棟
が約半分を占め、待ち時間の多かった会計及び支払い
等はＡＩの活用で著しく改善される予定であり、基本構
想に掲げる「超スマート医療を推進する大学病院」の
具現化が図られます。また、同一臓器を診る内科と外
科は同一フロアで受付するなど、スーパースマートホスピ
タルの名に相応しい先進的機器を備えた医療体制を整

えると共に、自然と触れ合うことで健康や幸せを得られる
というバイオフィリアの考えに沿い、大原美術館と提携し
てホスピタル・アートを採り入れる計画です。それと同時
に、患者さんやそのご家族に優しい、医療従事者にも
親切な「あたたかい病院作り」を進めており、ご意見
箱に寄せられる患者さんやご家族からの投書が感謝や
お褒めの言葉で 50％を超えることを目標の１つに据え、
教職員全体でホスピタリティある対応ができるよう、接遇
を改めて見直す活動を始めています。これは、本大学
病院が掲げる経営スローガン「大学病院のＶａｌｕｅ発揮
の刻」を推進することにもつながると信じています。
　また、文部科学省は令和１０年までに全大学耐震化
１００％構想を立てていますが、本大学も病院以外の建
物も建て替える必要があり、古い建物の法医解剖室・
法医学教室と実験動物センターを合わせて第１研究館と
し、旧学生会館跡に今年中（６月頃）に着工し、約１
年で完成の予定です【図６】。
　一方、本学法人は、令和７年４月に実施される私立
学校法改正法の趣旨を踏まえ、寄附行為変更や関連
する規則類の整備を行い、効率的で公正・安定的なガ
バナンス体制の構想を進めています。また、大学では三
学部とも改訂モデル・コア・カリキュラムに対応した新カ

リキュラムの実施、多様な入試制度や各種センターの整
備を行い、研究面では教員個々の研究を支援すると共
に先端のがん治療ＢＮＣＴや小児高次脳機能（ＬＤ）研
究所の活動を促進します。高槻中学校・高等学校にお
いては、グローバル教育の推進を引き続き図りながら、
徳育教育や高大接続の推進などに注力し、人物育成
型の最優の進学校を目指します。
　本学法人は、設立当初から教育・研究・医療を通
じて社会貢献活動を行ってまいりましたが、２０１５年９月
に国際本部で開催された「持続可能な開発サミット」に
おいて採択された「持続可能な開発（発展）目標
（SDGs）」に共感すると共に、社会貢献活動は持続（継
続）可能であることが重要であるという考えに至りました。
２０２０年度後半から「国連大学ＳＤＧ大学連携プラット
フォーム」に参画して他大学と共に活動を始め、２０２２
年には「社会貢献・SDGs 推進室」を設置し、本学法
人の社会貢献・SDGs 活動に関する情報を集約して「社
会貢献 SDGs サイト」を立ち上げて公開するなど、教
職員はもとより、多くのステークホルダーに情報を発信し
ています。また、人の健康を支え、持続可能な社会に
貢献できる人材育成を目指し、2023 年度より大学院修
士課程に SDGs/SDH コースを開設しました。他にも、
大学や企業、自治体といった外部組織との共創を通し
て新たな価値を生み出す活動も進めています。
　本学法人の社会貢献・SDGs 活動は、ISO２６０００（組
織の社会的責任に関する国際規格）と SDGs の考えを
融合させて「サステナビリティ活動冊子」としてとりま
とめており、２０２４年３月には「生まれる、繋ぐ、輝く
INOCHI」をコンセプトに定めた第４版が完成します【図７】。

発刊されましたら仁泉会の皆様にもお届けする予定です
ので、ご高覧下されば幸いです。
　本学法人は今年も堅実／スマート経営を行いつつ、
super smart 教育・研究・医療を実践し、さらなる成
長を図ってまいります。
　仁泉会諸先生の本年の益々のご健康とご活躍を祈念
しまして、新年のご挨拶と致します。

　仁泉会の皆様に、初春の
お慶びを申し上げます。
　旧年中は、母校大阪医科
薬科大学に深いご理解と厚い
ご支援をいただきありがとうご
ざいました。本年も皆様の一
層の御理解と御支援を賜りま
すようお願い申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染症への対応が緩和され、
久々に新年の祝い事が戻ってまいりました。お正月の行
事は、旧年を過し、今ここにあることに感謝し、新年の
豊穣を祈るために催すといいます。母校は、本年、統
合４年目を迎えようとしています。３学部が、それぞれの
学部長をはじめとする教員職員そして学生が節度と調和
をもってお互いに協力し、教育・研究・診療に勤しむこ
とができたことに感謝し、統合４年目も恙なく日々の活動
が続くように祈るところです。
　昨年は、改正された医師法の施行によって、ＣＢＴと
ＯＳＣＥが公的化され、臨床実習生（医学）いわゆる
Student Doctor 制度が導入されたことは、医学部にとっ
て大きな変化であり、新年からはじまる臨床実習に向け
て、医学部教員を増員いたしました。いよいよ本年から
新しい医師養成課程が本格化することになり、身の引き
締まる思いでおります。

新年のご挨拶
大阪医科薬科大学
学長　佐野浩一

　また、昨年より始めた推薦入試のトライアルを本年は公
募制推薦を導入して全国規模に拡大し、他学に劣らぬ
制度の設計を企てており、本学の価値を認め、心から
本学への入学を希望する学生を１２月に選抜することが
できます。
　研究面では、個々の教員の独創的な研究に加え、
ＡＭＥＤのプロジェクトが実用化を果たし、本学発の新
たな医療材料が世界に向けて発信されるほか、ホウ素
中性子捕捉療法（BNCT）がめざましい成果を挙げて
おります。また、病院本館の建築も進み、本年は以前
にもまして、飛躍の年となります。

　他方、国内外の情勢に目を向けますと喜ばしいことば
かりではなく、物価の高騰や大地震への不安や対岸の
火とは思えぬ世界各地の戦乱や紛争などがあります。し
かしながら、本学百年の歴史を振り返りますと、本学医
学部の前身大阪高等医学専門学校の開設起案の直前
に首都を襲った関東大震災（１９２３年）、開学直後に
起こった世界大恐慌（１９２９年）、室戸台風による大水
害（１９３４年）、第二次世界大戦（１９３９～１９４５年）、
大学紛争（１９６０年代）、バブル崩壊（１９９１年）、阪
神淡路大震災（１９９５年）、リーマンショック（２００８年）、
東日本大震災（２０１１年）、大阪府北部地震（２０１８年）
など、先人が幾多の試練を乗り越え、今の大阪医科薬
科大学医学部があります。その先人への感謝の念を重
ねるとともに、仁泉会の皆様の御多幸と仁泉会の益々の
御発展をお祈りしつつ、本学の明るい未来に向けて、
直面する困難を乗り越える志を新たにして、新年のご挨
拶といたします。

BNCT サイクロトロン
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新年のご挨拶
東日本支部　支部長
中嶋秀人（学 37期）

　仁泉会の皆様、新年あけましておめでとうございます。
会員の先生方には健やかに新春をお迎えのこととお慶び
申し上げます。
　３年間におよぶコロナ禍を経て、昨年５月より新型コロ
ナウイルス感染症は「２類相当」から季節性インフルエ
ンザ等と同じ「５類」に移行されました。コロナ感染症
が消滅したわけではありませんが、医療現場での奮闘
や警戒を続けつつ、以前の日常生活を取り戻した昨年
の１年でした。特にスポーツでは話題も多く、侍ジャパン
のＷＢＣ世界一や大谷翔平選手の大リーグＭＶＰ、とり
わけ関西では、プロ野球の阪神タイガースとオリックスバッ
ファローズの優勝、サッカーＪ１リーグのヴィッセル神戸の
優勝と大きな盛り上がりもありました。一方で私の所属す
る日大はアメフト部の問題で再度注目を集め、終息する
気配もなくやるせない思いを抱えて年を越すことになりま
した。
　私は２０１８年に関西から東京に赴任し、赴任まもなく
に同級生の井利雅信先生や当時の東日本支部長の酒
谷 薫先生にお会いすることができ、これから東日本支部
の先生方と親睦を深めたいと願っていたところでしたが、
コロナ禍に突入したため３年間叶えられませんでした。
そのような中、一昨年に酒谷 薫先生より東日本支部長
を引き継ぎし、支部会の運営に不安を感じる中、昨年７
月に東日本支部総会を東京国際フォーラムの東天紅で開
催いたしました。総会の内容は副支部長の井利雅信先
生から大阪医科薬科大学仁泉会ニュース第５４巻第５号
に報告させていただきましたが、総勢２５名の方々に参
加いただき、大学からは安藤嗣彦理事長（学２０期）、
佐野浩一学長（学２９期）の両先生にお越しいただい
て楽しく華やかな懇親の機会を共有することができまし
た。私の個人的な感想になりますが、まず、学生時代
や大阪医科大学勤務時に親しかった永井 章先生（学
３８期）、岩尾憲明先生（学３９期）、松木 充先生（学
４０期）、畑中正行先生（学４０期）に再会できたことは
大変嬉しかったです。また、東日本支部のメンバーは大
学病院や主要な市中病院、クリニック経営や在宅診療
の現場などそれぞれの臨床現場の最前線で活躍する先
生ばかりで、有意義で特別な機会を持つことができたと
思いました。今年は６月８日土曜日に昨年と同じく東京国

際フォーラムの東天紅で令和６年度東日本支部総会を開
催させていただく予定です。東日本支部の皆様にはあら
ためてご案内差し上げますので，ご参集を賜りたくお願
い申し上げます。引き続き副支部長の井利雅信先生と
協力して仁泉会東日本支部の発展に努力する所存でご
ざいますので、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。
　さて、２０２４年４月から医師の働き方の適正化に向け
た取り組みとして「医師の働き方改革」が開始されます。
「勤務医の時間外労働の制限」「連続勤務時間制限」、
「長時間勤務医師に対する面接指導による健康確保」
など医師の労働時間に関する取り決めが設けられ、私
が勤務する病院でも、この制度に対応すべく勤怠管理
システムの整備が進められています。これに伴って、職
場での人員を確保する仕組みも必要であり、関連施設
への医師の派遣など人事については思考を転換する必
要も生じていますが、医師の健康の確保や仕事と家庭
の両立を実現するための重要な制度となります。大学病
院に勤めていますと、最近、メジャーの内科系・外科
系診療科に進む人が減ってきていることを感じますが、
この「医師の働き方改革」とともにメジャーの内科系・
外科系診療科に進む人が増えることを望みますし、私の
教室に入る医師が増えてくれるよう対策を講じたいと考え
ているところです。今後、いろいろな課題が出てくるの
ではないかと思われますが、皆さんと情報交換して困難
を乗り切れるよう励みたいと存じます。
　末筆ながら皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈りし、
新年のご挨拶とさせていただきます。

　仁泉会の皆様明けましておめでとうございます。
昨年の新春のご挨拶にも同じことを書きましたが、すで
に４年間続いている新型コロナウイルス感染症流行に対
する政府の無知で軟弱な政策は、流行を抑えるどころ
か、大きな流行をくり返し、５年目になる現在も流行終焉
の兆しは全く見えずに我々の日常診療や経営、又社会
活動に大いなる悪影響をもたらしています。
　現在は新型コロナに罹患しても５日間経過すれば、登
園、登校、通勤等無条件で許可している国の方針は、

新春のご挨拶
長野県支部　支部長
高島俊夫（学 21期）

新型コロナウイルスの流行を後押ししているようで納得出
来ません。
　この文を書いている１０月下旬でも新型コロナ感染症
流行は終焉することなく継続しています。「ポストコロナ」
の言葉はどうなっているのか、いつ使うのか疑問だらけ
です。

　そういう私も昨年５月２７日に６回目のコロナワクチンを
接種して３週間後の６月２１日に新型コロナに感染しまし
た。症状は軽く、発熱、咳嗽、咽頭痛は無く、「声がれ」
が少し強い程度でした。それでもと思って抗原検査を行っ
てみるとハッキリとクッキリと強陽性でした。
　症状が軽かったのはコロナワクチンを規程通り接種し
てたからだろうと推測しています。
　自宅の２階の６畳の一室に隔離状態で１０日間以上３
食運んでもらい、ほぼ読書だけの生活を続けました。
　ただ抗原検査を朝、夕1日2回定期的に実施しました。
このことは感染が判明した時に後期高齢者になるまで
は、感染症専門医だった私の意地からか、陰性化する
まで抗原検査は続けると決意していました。「声がれ」
は３日間で改善していましたし、感染後５日目には “もう
陰性化するだろう” と実施した抗原検査がハッキリとクッ
キリと陽性でした。この状態は７日目でも変化なく、１０日
目でもハッキリとクッキリと陽性で、１１日目の朝の検査で少
し薄くなり、１２日目の朝の検査で陰性と判定出来ました。
　我が国では保育園も幼稚園も学校も会社も感染後５日
たったら登園、登校、出勤ＯＫで社会全体が同じ行動
で生活しています。ウイルスをまき散らしているわけで、
これでは流行は鎮まりません。
　少なくても登園、登校、出勤は本人の抗原検査でウ
イルスの陰性化を確認してからにすべきだと考えます。
　ただ私の乏しい臨床経験ではコロナに複数回罹患し
た場合、２回目以後の感染はウイルスの抗原検査の陰
性化は早いようです。
　新年にそぐわない内容の話題で申し訳ありません。
　本年も宜しくお願い申し上げます。
　末筆になりましたが仁泉会の皆様の益々の御活躍、
御健康をお祈り申し上げ新年の挨拶とさせていただき
ます。

新春のご挨拶
静岡県支部　支部長
吹田浩之（学 36期）

　原稿を書いている１１／１２の霊峰富士は未だ雪化粧
せず、壮大な体格は大いなる尊厳を表して、威厳を放っ
てはいるものの、夏から続く暖冬の影響とは思いますが、
世界の紛争を嘆いているかのようです。
　新年あけましておめでとうございます。会員の皆様の
ご健康とご多幸をお祈りしています。我が大阪医科薬科
大学のさらなる発展を常に祈念しております。
　月に１回ですが、静岡市葵区にある静岡英和女学院
旧宣教師館でギターのレッスンを受けています。この建
物を建築したのがウイリアム･メレル･ヴォーリスという有名
な建築家です。さらに宣教師で事業家、メンソレータム
を日本に広めた人物だそうです。大阪医大の線路側正
面にあった研究棟？本館？名称は忘れてしまいましたが、
その建物を設計したのも、このヴォーリスさんです。石材
でできていて薄暗くて、幽霊が出そうな建物だったと記
憶しています。意外なところで大学とつながりました。感
激です。改築に伴い失ったようですが。一部が歴史資
料館として残っているようです。ぜひ見学に行きたいと思
います。
　静岡市医師会の副会長は２年前に辞めましたが、そ
のころ心不全の病診連携システムを作ろうと、動いてい
ました。他府県のシステムを参考にしようと調べていたと
ころ心不全ポイントという簡便な評価法で見事に連携を
形成している大阪心不全地域医療連携の会を見つけま
した。OSHEFというニックネームで北野病院と大阪市立
総合医療センターとの間で構築されたものでした。内容
は素晴らしく、ぜひ静岡市でもこの活動に参加したいと
思ったのですが、会長の反対にあい実現できませんでし
た。その中心的役割を担っていたのが中根英策先生で
調べたら大阪医大３内科の所属でした。なんと私と同門
です。嬉しくなりました。大阪医大卒の先生たちはいろ
んなところで頑張っているのだとわかりました。これからも
よろしくお願いします。
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　原稿を書いている１１／１２の霊峰富士は未だ雪化粧
せず、壮大な体格は大いなる尊厳を表して、威厳を放っ
てはいるものの、夏から続く暖冬の影響とは思いますが、
世界の紛争を嘆いているかのようです。
　新年あけましておめでとうございます。会員の皆様の
ご健康とご多幸をお祈りしています。我が大阪医科薬科
大学のさらなる発展を常に祈念しております。
　月に１回ですが、静岡市葵区にある静岡英和女学院
旧宣教師館でギターのレッスンを受けています。この建
物を建築したのがウイリアム･メレル･ヴォーリスという有名
な建築家です。さらに宣教師で事業家、メンソレータム
を日本に広めた人物だそうです。大阪医大の線路側正
面にあった研究棟？本館？名称は忘れてしまいましたが、
その建物を設計したのも、このヴォーリスさんです。石材
でできていて薄暗くて、幽霊が出そうな建物だったと記
憶しています。意外なところで大学とつながりました。感
激です。改築に伴い失ったようですが。一部が歴史資
料館として残っているようです。ぜひ見学に行きたいと思
います。
　静岡市医師会の副会長は２年前に辞めましたが、そ
のころ心不全の病診連携システムを作ろうと、動いてい
ました。他府県のシステムを参考にしようと調べていたと
ころ心不全ポイントという簡便な評価法で見事に連携を
形成している大阪心不全地域医療連携の会を見つけま
した。OSHEFというニックネームで北野病院と大阪市立
総合医療センターとの間で構築されたものでした。内容
は素晴らしく、ぜひ静岡市でもこの活動に参加したいと
思ったのですが、会長の反対にあい実現できませんでし
た。その中心的役割を担っていたのが中根英策先生で
調べたら大阪医大３内科の所属でした。なんと私と同門
です。嬉しくなりました。大阪医大卒の先生たちはいろ
んなところで頑張っているのだとわかりました。これからも
よろしくお願いします。

　新年明けましておめでとうございます。旧年中は会員
の皆様に何かとお世話になり感謝申し上げます。
　コロナ禍のため、令和２年より中止しておりました県支
部総会を、昨年１０月２９日に４年ぶりに開催いたしました
ので、ご報告致します。
　第１部として総会と記念講演をＪＲ岐阜駅に隣接する
“じゅうろくプラザ” の４Ｆにある研修室１で行いました。
総会では冒頭、本部よりお越しいただいた安藤嗣彦理
事長に来賓のご挨拶を頂戴いたしました。続く議事では、
支部長交代の案件を審議いただき、私の退任と後任に
赤尾幸博先生（学２７）の就任を議決いただきました。
また合併した大阪薬科大学の同窓会との関係性をどう
するかを今後の検討課題としていくこととなりました。総
会終了後、昨年９月１日付で岐阜大学医学系研究科消
化器外科・小児外科の教授に就任されました松橋延壽
先生（学４５）にご講演をいただき、これからの医学教
育の課題や進展・展望など貴重なお話を伺うことができ

年頭挨拶
岐阜県支部　支部長　
小嶋昭次郎（学 29期）

ました。大変お忙しい中、快くご講演を引き受けて頂き
ました松橋先生には、この紙面をお借りして改めて感謝
申し上げます。
　第１部終了後、1Ｆロビーにて記念の集合写真を撮影
後、同じフロアにあるレストラン「ラ　ローゼ　プロバンス」
で懇親会を開きました。最長老である上村博幸先生（学
２２）より乾杯のご発声を頂き始まった宴は、大変盛り上
がり、途中出席者全員からスピーチを頂戴し、時間の
過ぎるのを忘れてしまうほどでした。最後に、来年は第５
回「新三水会」（愛知、三重、岐阜合同）の当番幹
事に当たっていることをお伝えし、皆さんのご協力をお願
いするとともに、一人でも多くの方のご出席をお願いしお
開きとさせていただきました。
　足かけ１０年にわたる支部長の大役を終え、安堵の
思いと、この間お力添えを頂いた多くの方への感謝の気
持ちでいっぱいです。令和６年念頭にあたり、岐阜県
支部長としての最後のご挨拶とさせていただきます。

出席者：敬称略
【前列左から】渡辺 寛（学 27 期）松橋延壽（学 45 期）安藤嗣彦理事長（学 20 期）上村博幸（学 22 期）小木曽和夫（学 25 期）　
【後列左から】小嶋昭次郎（学 29 期）赤尾幸博（学 27 期）廣瀬仁士（学 63 期）小嶋範子（学 29 期）杉山恵みり( 学 67 期 )
荒木みどり（学 60 期）森下めぐみ（学 53 期）小野木浩人（学 42 期）操 裕（学 45 期）

　新しい年が明け、会員の先生方におかれましては益々
ご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さてコロナ感染症も５類となり定点観測になったため、
以前のように発生患者数の把握が出来なくなりましたが、
昨年８月には第９波が来て今も多くの感染者が発生して
いるようです。
　仁泉会大阪府連合会は、しばらくは活動休止してい
ましたが令和４年度より通常どおり活動を再開し、理事
会、支部長会、安藤嗣彦仁泉会理事長と増田豊大阪
医科薬科大学薬学部同窓会会長をお招きしての夏季懇
親会、学術講演会が順次、開催されました。
　新理事として中田英二先生（学２８期）、武市道範先
生（学３０期）、長野文昭先生（学３２期）に就任して
頂きました。また佐藤公彦先生（学１２期）の監事退任
に伴い、新監事として中 透先生（学２５期）、中島周
三先生（学３２期）に就任して頂きました。
　昨年１１月１１日に開催された学術講演会には日本医
師会より副会長の茂松茂人先生をお招きし、「最近の中
央情勢とかかりつけ医の糖尿病薬の処方状況～診療報
酬改定の行くえ～」という演題で講演して頂きました。
出席者は６８名で、終了後の懇親会にも多くの先生方に
参加して頂きました。（私は残念ながら長男の結婚式と
重なったため欠席でしたが）
　大阪府連の活動としましては、一昨年暮れにホーム
ページを立ち上げましたが、まだまだ投稿は少なく、先
生方の一層のご協力をお願いします。
　また大阪府連の会費納入率も支部によりバラツキがあ
り、全体としては、仁泉会本部への納入率に比べ低い
率となっています。そこで理事の奥村隆司先生（学３１
期）、長野文昭先生（学３２期）、久保田泰弘先生（学
３６期）、森川浩志先生（学３６期）に加えて丸川 治先
生（学３２期）によって広報委員会を立ち上げて頂き、
支部活動、会費納入率の UP、メーリングリストの作成、
新規開業の紹介、病診連携の支援などについて協議し
て頂いています。
　今後は更に会員先生方のご協力が必要と思いますの
で、何卒、宜しくお願い申し上げます。

新年あけまして
おめでとうございます

仁泉会大阪府支部連合会 会長
霜野良一（学 28期）

　最後に私事になりますが、令和６年８月に一旦医院を
閉院し診療所兼住居を新築することになりました。工事
期間は約半年ですので令和７年６月頃には次男を院長と
して新規開業することになります。私も週に２日くらいは外
来を手伝う予定です。
　工事期間中の連絡先は自宅マンションとなりますので
宜しくお願いします。
住所：大阪市住吉区殿辻１-４-１４-２０９
TEL、FAX：０６-６６９８-３２２８

新春を寿ぎて
阿倍野支部　支部長　
福本敏子（学 24期）

　あけましておめでとうございます。
新型コロナ感染症が５類に分類されて、初めての新春と
なりました。会員の先生方におかれましては、お元気に
新年をお迎えの事と存じます。阿倍野支部におきまして
も学９期の越川 恵先生を筆頭に皆、心ひとつに仲良く
励まし合って頑張っています。年間行事としては、夏の
納涼会、秋の総会が主な活動となっていますが、今後
はスコアを気にしない「懇親ゴルフ大会」を計画してい
ます。
　今年も大阪鉄道病院との病診連携、また、診療所間
の診診連携を実践してまいります。
　今年もご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。
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謹賀新年
―ARE（アレ）考―

港区支部　支部長
奥村隆司（学 31期）

　新年明けましておめでとうございます。先生方に於か
れましては健やかに新しい年をお迎えした事をお慶び申
し上げます。今年は甲辰年で「成功という芽が成長し
姿を整えていく」という暗示があるようです。コロナ禍で
得た経験、知識を成功の種にして大きく発展してもらい
たいです。
　２０２３年は阪神タイガースはアレを目指してアレしまし
た。マスコミだけでなく一般ファンでも優勝という言葉を
使わずアレを応援しました。優勝という言葉を使わずアレ
というほんわかした言葉で選手にプレッシャーを与えずに
個々の力を伸ばしてチーム力を上げようとする岡田監督
の戦略と言われています。また、本当の優勝まで封印
するゲン担ぎもあるようです。しかし、アレ＝優勝と認知
されている状況で十分プレッシャーになっているやんかと
ツッコミを入れたくなります。「あれ」という言葉は距離的、
時間的、心理的に遠くにあるものを指す意味の他に、「彼
はあれでいて～」では見かけと違って、「私が言うのも
あれですが」では言い過ぎた・具合が悪い、などの使
い方で弱いぼんやりとした言葉で優勝という強い言葉と
はかけ離れています。しかし２０２３年の阪神タイガース
は強かった。その強さとリンクしてアレは益々強力なメッ
セージとなりファンとの一体化ができ相乗効果で盛り上が
りました。２０１０年に岡田監督がオリックス監督時代に
使ったアレが日本シリーズでオリックスと対決とは、何かの
因果でしょうか。岡田監督はもってますね。アレのアレ
誠におめでとうございます。
　球団もアレに引っ掛けて２０２３年のチームスローガンは
A.R.E（エー・アール・イ）としました。個人・チームと
して明確な目標（Aim）に向かって、野球というスポー
ツや諸先輩に対しての敬いの気持ち（Respect）を持っ
て取り組み、個々がさらにパワーアップ（Empower）す
ることで最高の結果を残していくというメッセージです。
私はこの A.R.E のスローガンが好きです。特にR、日常
生活においても敬いの気持ちは大切です。この気持ち
があれば争い事、恨み、嫉妬心など少なくなると思いま
す。このA.R.Eも浸透してもらいたいです。
 大阪医科薬科大学医学部は２０３０年にアレします。

賢明な仁泉会の先生方はお分かりと思いますが、皆で
多大なアレをして大阪医大がもっとアレになって仁泉会
の先生方もアレになるよう祈念します。

認知症を考える
生野支部　支部長
医療法人穂翔会 村田高穂（学 22 期）

　仁泉会会員の皆様には、お変わりなくご健勝の事と推
察申し上げます。
　小生昨年病院長を辞し、医療法人穂翔会理事長とし
て病院管理業務に携わり、併せてひとりの医者として病
院に隣接するクリニックで脳卒中生活期ケア診療を続け
ていますが、自身後期高齢を目前にして認知機能の弱
化を感じるこの頃です。
　我が国の百歳超人口が８６‚５１０人に達し（２０２１年）、
また認知症人口は６５歳以上の５.４人に一人と推定され、
２０２５年には６７５万人に達すると予測されています。令
和の日本医療は、このような高齢者と認知症に対するケ
ア（医療と介護）が問題となることは確実です。ここでは、
「認知症ケア」につき、最近のトピックスから私見を述べ
させていただきます。
　
　認知症に関する医学的研究が進み、今「認知症ケア」
にあたる医療者と家族は、「一筋の光」を求める気持ち
で新しい情報に期待を寄せている現状ですが、未だ決
定的な予防策と治療法はありません。
　皆様既にご存じのように、認知症にはアルツハイマー
病（AD）、血管型認知症（VaD）、レビー小体型認知
症（LBD）、前頭側頭型認知症（FTD）がありますが、
中でもＡＤは約６０％を占め、６５歳以上の発症率は約
18％とされます。
　最近の知見で、ＡＤの発症と進行にアミロイドβが関す
ることが判明しました。
　アミロイドβは、脳内で造られるたんぱく質の一種で、
通常は適切に分解・排泄されていますが、病的状態で
は過剰なアミロイドβが融合し、排泄されず脳に蓄積しま
す。この蓄積したアミロイドβにより脳内の神経細胞は変
性を来し死滅し、脳委縮を生じ、結果として認知機能
の低下を招きます。従って、認知症の進行過程におけ
る初期認知症（MCI）の病期における診断と治療が重
要になり、重症のＡＤの発症を減少できると考えられます。

　２０２３年９月、我が国においても、日米の製薬会社が
共同開発した新薬レカネマブ（LEQEMB）の臨床応
用が承認されました。新薬レカネマブは、ＡＤの原因物
質とされるアミロイドβの排泄を促進させ、脳内のアミロイ
ドβ量を減少させることで、ＡＤ初期段階での病状進行を
防止すると考えられます。
　決定的なＡＤ治療策が無い現状では、早期発見と確
定診断により適切な新薬による病状進行防止に努めるこ
とが推奨されます。

　ＡＤの発症予防の基本は、１）学習（とくに中高年以
降の学習）、２）日常の運動であることは知られます。
学習に伴う思考・記憶・判断など認知活動の低下と日
常の運動不足は、アミロイドβの脳内蓄積を促進するとさ
れています。
　また、その他の「修正可能な特定の認知症危険因子」
として、３）聴力障害、４）外傷性脳損傷（TBI）、５）
高血圧、６）糖尿病、７）肥満、８）過度の飲酒、９）喫煙、
１０）うつ状態、１１）社会的接触、１２）大気汚染物
質の関与が指摘されています（Lancet2020：396，
413-446.）。
　しかしながら、これらの危険因子の修正をしても、絶
対的な予防手段とはなり得ず、例え一部の初期ＡＤに
対する新薬療法が始まったとしても、認知症ケアの全体
像は不透明なままです。
　認知症ケアは、家族やキーパーソンに肉体的・精神
的苦痛を与え、医療のみならず社会と行政を巻き込んだ
深刻な問題を生み出します。従って、認知症ケアは、
予防と初期段階での治療、進行の防止、重症例に対
する介護といった医療と福祉を俯瞰する包括的ケア体制
が必要であり、「人の生き様」に対するケアと捉えるべき
と考えられます。

２０２３年１１月

　新年明けましておめでとうございます。令和５年４月よ
り仁泉会東住吉平野区支部の支部長を園谷昇先生（学

新春のご挨拶 ―上り新幹線
で富士山はどちらに見える？―

東住吉平野区支部　支部長
長谷川利雄（学 32期）

部２１期）より引き継ぎました。よろしくお願い申し上げます。
　当支部の総会は平成１０年以降開催されていません
でしたので、過去の資料を整理し支部の会員名簿と通
帳の確認から仕事を開始しました。ようやくその作業も終
了し、令和６年２月１７日（土）に支部総会・懇親会を
開催する運びとなりました。今後の支部の運営、会員の
診療報酬改定への対応、中央情勢の報告などを協議･
報告したいと考えています。規約上は仁泉会会員であっ
ても支部に入会しないと支部総会への案内は行いません
ので、入会をご希望の方は下記までご連絡いただけまし
たら幸いです。
（長谷川整形外科医院、thsgw@pj8.so-net.ne.jp  
電話 06-6701-5815）
　私は現在平野区にて整形外科を開業しつつ、日本臨
床整形外科学会副理事長及び整形外科医政協議会副
委員長を拝命していて他学会や政府折衝など上京する
ことが少なくありません。今年は診療報酬・介護・障害
福祉の同時改定の年であり、厳しい折衝が展開されつ
つあります。国民の健康を守るために今こそ我々医師が
団結して政府に対して声を上げなければなりません。
　新春に因んだ富士山の話題：設問 1：東京行きの上
り新幹線で富士山は（進行方向に向かって）左側のみ
に見える。2：同文－左右両側に見える。大半のお答え
は１であろうと思います。しかし正解は２なのです。最近、
東京行き上り新幹線の右側の窓際に座って景色を眺め
ているとなんと遠くに富士山が見えるではないか！一瞬
当惑しましたが、直ぐにその富士山は視界から消えまし
た。誰に伝えても信じてもらえませんでした。帰宅して家
内にこのことを話しますと「疲れているのとちがう」と不
思議そうな顔をされました。
　東京行きの上り新幹線で右側にも富士山が見える真
相：ネットにて調べますとある区間で富士山が右にも見
える現象があるらしいです。東京行きの上り新幹線が左
に大きくカーブする掛川から静岡間のみにてこの現象が
起こるようです。ただし、１. 天候に恵まれている、２. 空
気が澄んでいる、３. 眠くなるはずの区間であるにもかか
わらず覚醒していること、の 3 項目が条件となります。興
味のある方はご確認下さい。https://toncafe.net/7679/
　本年が皆様にとりまして良い年でありますよう祈念申し
上げます。

　あけましておめでとうございます。学部２６期の山本祐
三先生より寝屋川市支部長を引き継ぎました、学部３２
期の石田 徹と申します。新年のご挨拶として私の経歴
を紹介させていただきます。
　昭和５８年に大阪医科大学を卒業し、堺 俊明教授が
主催されていた神経精神医学教室に入局しました。人
間の精神的な事柄に興味があったこと、自分自身がプラ
イドの高さと実力のなさの狭間でもがき苦しんでいたこと
などより、精神科を選びました。
　当時は、精神科医は精神病院に勤めるのが一般的
で、多くの病院で統合失調症の患者さんの治療を行っ
ていましたが、統合失調症の難しさを実感しておりました。
　臨床をすることに行き詰まりを感じ、５年目に大学院に
入学し、大学院４年時に米国に留学する機会にも恵ま
れ、精神科で遺伝子を用いた実験をさせていただくこと
ができました。大学に戻り研究を続け、学位も取ることが
でき、新阿武山病院、上野芝病院の勤務ののち、大
阪府済生会茨木病院の精神神経科に非常勤で１年、
常勤で５年勤め、総合病院精神科で勤める面白さを体
験することができました。老人性痴呆疾患センターをして
いたこともあり、４０床のベッドはいつも満床でしたが、保
険点数が低いため、一般病床にうつ病の患者さんに入
院していただき、点数を上げるよう精一杯努力し、月に
９回当直するなど非常に忙しい毎日を過ごしていました。
他科のドクターと交わるのはとても新鮮で、その時の交
流は今も続いています。
　そんな中で、病院の移転の話が持ち上がり、スペース

の問題で精神科病棟は廃止するというので退職すること
になり、平成１３年に寝屋川市香里園でクリニックを開業
しました。テナントを捜している時には「気狂いでっか、
お断りです」などと言われたりもし、精神科クリニックで経
営が成り立つのだろうかと思っていましたが、次第に患者
さんも増え、今となっては、不眠の患者さんも気軽に来ら
れるようになり、時代の移り変わりを感じています。寝屋
川の同門の先生方は優しい方ばかりで、大阪医科大学
の卒業生で良かったとつくづく思っています。
　平成１８年に、同級生とゴルフに行った時、健診は医
師会で胃透視を受けているというと、「あかんよ石田君、
内視鏡検査を受けなさい」と言われ、実際受けたところ、
王監督が胃がんとわかった時と同じ日に早期胃がんが見
つかりました。私は少し長い夏休みをとって、大阪医科
大学附属病院で内視鏡的粘膜切除術を受け、完治す
ることができ、現在も仕事を行うことができています。
　税理士が変わったのを機に、昨年９月よりクリニックを
医療法人に改め、新たなスタートを切りました。早期発
見早期治療をモットーに、健康に留意し、同門の先生
方と和気藹 と々交わりながら、地域医療に貢献していこ
うと思っています。
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　新年あけましておめでとうございます。
仁泉会員の皆様には、爽やかな新春をお迎えのことと心
からお慶び申しあげます。
　ＣＯＶＩＤ-１９をはじめとする感染症も落ち着いてきたな
かで新春支部会を画策しております。今年こそ今までの
うっ憤を晴らす華やかな会にしたいと思っております。

　外来診療と併設高齢者施設（老人保健施設）での
高齢者体調管理という２足の草鞋を履いた医師として１５
年以上がたちました。
　大阪医大卒業後、救命救急病院で研修させていた
だき、プロ野球選手の次に憧れていた仕事に大きなやり
がいを感じておりました。しかしある時、救命に成功した
患者さんに外来通院でお会いしました。車椅子で通院
されてきた患者さんと付き添う御家族に笑顔はありません
でした。後遺症によって介護が必要となり、老々介護の
状態で御家族の負担が非常に大きくなっていたのです。
患者さんも御家族も救命後がもっと大変であることを思い
知らされました。この出来事は感謝の言葉がいただける
と思い込んでいた甘い自分には大きな衝撃でした。その
ころから日常生活を介護でささえながら、医師としてかか
わって最期まで一人の患者さんを診てみたいとの思いが
強くなりました。時間に制限されている外来業務が終了
後、施設で時間にとらわれず入所者のお話を伺い、診
察させてもらうことは私の大好きな時間です。大阪医大
学生時代に楽しんだ先輩後輩学友とつながりにも似た
「医者と患者」ではなく「人と人」とのつながりを実感で
きるからだと思っています。
　家族の介護、そして自身の介護　それは必ずやって
きます。コロナ禍において僕自身両親の介護が急に発生
して慌てました。医師として何の力にもなれず、ただ患
者の家族として説明を受けた時の無力感と脱力感は忘
れることができません。ほとんどの場合その日は突然に
やってきます。両親の介護に当たる今になって、こんな
準備をしておけばよかった、あの時こうしてあげたらと思
うことが多々あります。どこかで自分の家族だけは、自分
だけはという驕りがあったのでしょう。介護保険も周知さ
れ、介護保険下における施設加療も幅が広がってきまし
た。御本人御家族ご希望にて施設でお看取りさせてい

卒後３０年経って
住吉住之江支部　支部長　
濵﨑憲夫（学 42期）

ただくことも多くなりました。最近は思い描いていた一人
の患者さんを最後まで診させていただくという幸せな思い
も経験しています。卒後３０年となり、漠然としながらも
少しずつ医師という仕事に就けて僕は幸せだと思うこと
が多くなってきました。今年のＷＢＣでの日本代表チー
ムの活躍や３８年ぶりの阪神タイガースの日本一をみて、
プロ野球選手になれなかった自分に若干の悔しさ悲し
みはありますが、そこは大阪医大で培った positive 
thinking で乗り越えていきたいと思っています。
　本日も施設で看取らせていただいた患者さんの娘さん
が外来に来られました。
「今日からは私をお願いします！」と明るく言っていただい
たその言葉に大きな責任を感じ、同時に厚い感謝の気
持ちを憶えました。
　末尾ながら新年を迎えまして益々の大阪医科薬科大
学のご発展、そして仁泉会と会員の皆様のご多幸を祈
念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。 さてどうなるか

東大阪市支部　支部長
大西洋一郎（学 25期）

　カティ・サークが大西洋 インド洋を雄飛していた時、
オランダは結構イギリスといい勝負だったが。
　think think と IBM が言ってた時、ビル・ゲイツの
風下に立つとは思っていなかったインテルがＡＭＤに苦戦
しておいこまれるとは。
　藤井聡太がＡＭＤのＣＥＯに直接、ＡＭＤのファンです
と言うとは。
　プーチンがウクライナに苦戦するとは、まさかね、すぐ
に終わると思っていた第一次世界大戦が『西部戦線異
状なし』の長きにわたって続いていくとは。
　いつになったらプーチンがあきらめて静かになることな
ることだろう。だがもし今のロシアがもとにもどるとしても、
もう駄目だろうが、陸地をずっと接している習近平が侵蝕
してきて取っていくだろう。さしづめウラジオストックが最
初かな。まあ１０年ぐらいは続いていくかな。
　今年２０２３年のノーベル医学賞には驚いた。ＲＮＡ関
連で２人の外国人が選ばれたが、コロナワクチン関連だ
ろうが、ヤマギワ、イチカワの件もあったことだし？？？がつ
くがどうだろうな。
　ハマスとイスラエルが始めたが、ネタニヤフはこれは戦
争だと叫んだが。近くの話で言ってもハマスを作ったの
はモサドであるのにいろんな評論があるものではある。も
ちろんイランとかシリアとかロシアも深く関係しているであ

ろう。３体問題は解けないと言われてきたが、１９５体問
題が解けることはないが。
　えらいえらい仏様は『知らぬが仏』といったがどうか
わからぬが・・・
　中国では人間万事塞翁が馬と言うこともあるが、私と
しては日本は日本として朝日に向かって立ってくれたらな
あと。
　大阪医科薬科大学が未来に向かって今年もはばたく
ように。

2024 年元旦

謹賀新年
寝屋川支部　支部長　
石田 徹（学 32 期）

　あけましておめでとうございます。学部２６期の山本祐
三先生より寝屋川市支部長を引き継ぎました、学部３２
期の石田 徹と申します。新年のご挨拶として私の経歴
を紹介させていただきます。
　昭和５８年に大阪医科大学を卒業し、堺 俊明教授が
主催されていた神経精神医学教室に入局しました。人
間の精神的な事柄に興味があったこと、自分自身がプラ
イドの高さと実力のなさの狭間でもがき苦しんでいたこと
などより、精神科を選びました。
　当時は、精神科医は精神病院に勤めるのが一般的
で、多くの病院で統合失調症の患者さんの治療を行っ
ていましたが、統合失調症の難しさを実感しておりました。
　臨床をすることに行き詰まりを感じ、５年目に大学院に
入学し、大学院４年時に米国に留学する機会にも恵ま
れ、精神科で遺伝子を用いた実験をさせていただくこと
ができました。大学に戻り研究を続け、学位も取ることが
でき、新阿武山病院、上野芝病院の勤務ののち、大
阪府済生会茨木病院の精神神経科に非常勤で１年、
常勤で５年勤め、総合病院精神科で勤める面白さを体
験することができました。老人性痴呆疾患センターをして
いたこともあり、４０床のベッドはいつも満床でしたが、保
険点数が低いため、一般病床にうつ病の患者さんに入
院していただき、点数を上げるよう精一杯努力し、月に
９回当直するなど非常に忙しい毎日を過ごしていました。
他科のドクターと交わるのはとても新鮮で、その時の交
流は今も続いています。
　そんな中で、病院の移転の話が持ち上がり、スペース

の問題で精神科病棟は廃止するというので退職すること
になり、平成１３年に寝屋川市香里園でクリニックを開業
しました。テナントを捜している時には「気狂いでっか、
お断りです」などと言われたりもし、精神科クリニックで経
営が成り立つのだろうかと思っていましたが、次第に患者
さんも増え、今となっては、不眠の患者さんも気軽に来ら
れるようになり、時代の移り変わりを感じています。寝屋
川の同門の先生方は優しい方ばかりで、大阪医科大学
の卒業生で良かったとつくづく思っています。
　平成１８年に、同級生とゴルフに行った時、健診は医
師会で胃透視を受けているというと、「あかんよ石田君、
内視鏡検査を受けなさい」と言われ、実際受けたところ、
王監督が胃がんとわかった時と同じ日に早期胃がんが見
つかりました。私は少し長い夏休みをとって、大阪医科
大学附属病院で内視鏡的粘膜切除術を受け、完治す
ることができ、現在も仕事を行うことができています。
　税理士が変わったのを機に、昨年９月よりクリニックを
医療法人に改め、新たなスタートを切りました。早期発
見早期治療をモットーに、健康に留意し、同門の先生
方と和気藹 と々交わりながら、地域医療に貢献していこ
うと思っています。

　仁泉会の皆さま、新年あけましておめでとうございま
す。去年５月より新型コロナ感染症の感染法上の取り扱
いが５類となりました。それに伴い社会生活がコロナ前に
戻りつつあります。高槻支部でも６月にたくさんの来賓、
会員を招いて総会・懇親会を執り行うことができました。
　診療の小児科におきましては常に感染症が中心です。
この１年は新型コロナ感染症とともにアデノウイルス感染
症、溶連菌感染症などが、数年ぶりに大流行しました。
この原稿を書いている１２月もインフルエンザ感染症が大
流行しています。Ａ型の二種類が流行っているようで、
一か月に二回罹患した児もいます。今後、Ｂ型がどうなる
か心配ですね。
　さて、日本では少子化の勢いが止まりません。首相が
「異次元の少子化対策」と言っていますが時すでに遅い
と感じております。将来推計人口では出生数が８０万を
割り込むのは２０３０年と見込まれていたのですが、実際
２０２２年に出生数は７７万人余りまで減少しました。合計
特殊出生率は１.２６です。婚姻件数も、コロナ前は年間
６０万組あったのがコロナで１０万組程度減少しておりま
す。そして、母親となる女性の数は大きく減ってしまって

新年のご挨拶
高槻支部　支部長
保田 浩　（学 31 期）

います。出産の中心となる２０～４０歳の女性の数は２００
０年に２０８５万人いましたが２０２５年には１５６９万人まで
減少します。死亡者は２０４０年には約１６６万人となり、
その後は毎年１５０万人になる見込みです。出生数は２０
４０年には７２万人になると言われています。少子化対策
により出生率が１.８まで上昇したとしても、母親そのものの
数が少なくなっているため、出生数が死亡数を上回ること
は不可能です。残念ながら、ラストチャンスは２０１５年こ
ろまでと思われ回帰不能点は過ぎております。しかし、こ
どもが育てやすい国づくりを進めることは重要であり、遠
い将来でその努力が実ることを期待しております。
　末筆になりましたが、仁泉会の皆さまの益々のご活躍、
ご健康をお祈り申し上げ、新年の挨拶とさせていただき
ます。
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　あけましておめでとうございます。学部２６期の山本祐
三先生より寝屋川市支部長を引き継ぎました、学部３２
期の石田 徹と申します。新年のご挨拶として私の経歴
を紹介させていただきます。
　昭和５８年に大阪医科大学を卒業し、堺 俊明教授が
主催されていた神経精神医学教室に入局しました。人
間の精神的な事柄に興味があったこと、自分自身がプラ
イドの高さと実力のなさの狭間でもがき苦しんでいたこと
などより、精神科を選びました。
　当時は、精神科医は精神病院に勤めるのが一般的
で、多くの病院で統合失調症の患者さんの治療を行っ
ていましたが、統合失調症の難しさを実感しておりました。
　臨床をすることに行き詰まりを感じ、５年目に大学院に
入学し、大学院４年時に米国に留学する機会にも恵ま
れ、精神科で遺伝子を用いた実験をさせていただくこと
ができました。大学に戻り研究を続け、学位も取ることが
でき、新阿武山病院、上野芝病院の勤務ののち、大
阪府済生会茨木病院の精神神経科に非常勤で１年、
常勤で５年勤め、総合病院精神科で勤める面白さを体
験することができました。老人性痴呆疾患センターをして
いたこともあり、４０床のベッドはいつも満床でしたが、保
険点数が低いため、一般病床にうつ病の患者さんに入
院していただき、点数を上げるよう精一杯努力し、月に
９回当直するなど非常に忙しい毎日を過ごしていました。
他科のドクターと交わるのはとても新鮮で、その時の交
流は今も続いています。
　そんな中で、病院の移転の話が持ち上がり、スペース

の問題で精神科病棟は廃止するというので退職すること
になり、平成１３年に寝屋川市香里園でクリニックを開業
しました。テナントを捜している時には「気狂いでっか、
お断りです」などと言われたりもし、精神科クリニックで経
営が成り立つのだろうかと思っていましたが、次第に患者
さんも増え、今となっては、不眠の患者さんも気軽に来ら
れるようになり、時代の移り変わりを感じています。寝屋
川の同門の先生方は優しい方ばかりで、大阪医科大学
の卒業生で良かったとつくづく思っています。
　平成１８年に、同級生とゴルフに行った時、健診は医
師会で胃透視を受けているというと、「あかんよ石田君、
内視鏡検査を受けなさい」と言われ、実際受けたところ、
王監督が胃がんとわかった時と同じ日に早期胃がんが見
つかりました。私は少し長い夏休みをとって、大阪医科
大学附属病院で内視鏡的粘膜切除術を受け、完治す
ることができ、現在も仕事を行うことができています。
　税理士が変わったのを機に、昨年９月よりクリニックを
医療法人に改め、新たなスタートを切りました。早期発
見早期治療をモットーに、健康に留意し、同門の先生
方と和気藹 と々交わりながら、地域医療に貢献していこ
うと思っています。

　仁泉会会員の皆様、明けましておめでとうございます。
２０２３年５月１３日にホテルオークラ京都にて京都仁泉会
総会並びに講演会を完全対面形式で実施することがで
きました。大阪医科薬科大学の内科学 I I 講座の西川
浩樹教授に「サルコペニア～脂肪肝との関連も含めて
～」という演題で御講演を賜り、３０名の会員が参加さ
れ懇親会も実施できました。８月２７日には４年ぶりに「音
楽の夕べ」を開催でき２７名の会員が参加されました。
１１月１８日には京都仁泉会学術講演会を開催し２６名の
会員が参加されました。大阪医科薬科大学麻酔科学教
室教授兼病院長の南敏明教授に「最新の痛みの診断
と治療」という演題で御講演を賜りました。講演して頂き
ました先生方、御参加頂きました会員の先生方にも心か
ら感謝を申し上げます。対面での総会、懇親会、講演

新春の御挨拶～京都仁泉会の
２０２３年度活動報告

京都仁泉会会長
河野龍而（学 35期）

会が開催でき、会員相互の親睦を図ることができました。
また、宮地道弘先生（学１８期）が救急医療功労者厚
生大臣表彰、田代博先生（学２３期）が赤ひげ功労賞、
水谷均先生（学２６期）が社会保険診療報酬支払基
金関係功労者厚生大臣表彰を受賞されました。

　新型コロナだけでなく米中対立、ウクライナ戦争、イス
ラエルとハマスの衝突など地政学的リスクが顕在化し、
インフレ、金融システムの不安など未来の展望が描きづ
らい時代になりました。日本の少子高齢化は進み人口減
少社会に入り、日本が誇る皆保険による医療制度も現状
を維持できるとは思えません。京都仁泉会の今後の活
動も展望が描きづらくなってきましたが、こんな時代だか
らこそ会員それぞれの立場・視点で知恵を出し合い、
支え合い問題を解決していくことが必要だと考えておりま
す。変化に柔軟に対応しながら、次の世代に繋いでい
くことも私たちに課せられた使命だと考えており、医療と
いう狭い世界だけを考えていては生き残っていくのは難し
く、新しい気づきをもたらしてくれる異文化の人との交流
も大事かと思います。シニアの会員の先生方のご指導と
ご協力のもと将来の仁泉会を担う若い先生方に仁泉会
の京都支部としての機能を継承していけるよう尽力させ
て頂きます。
　最後に、仁泉会のさらなる発展と皆様のご健康とご多
幸を祈願し、私の新春のご挨拶とさせていただきます。

　新年あけましておめでとうございます。
昨年の神戸支部活動としまして、１月に予定しておりまし
た新年会をコロナ第８波による影響で急遽中止いたしま
した。しかし、７月８日の総会は５類に移行後のこともあっ
て例年通り開催できました。学術講演に大西脳神経外
科病院院長の学５１期の大西宏之先生にお願いしたこと
もあり、今まで高齢の先生が多かった参加者の割合が
老壯青のバランスがよくなってきた印象があります。今後
も若い会員が参加しやすい工夫を試行していきたいと考
えております。
　２０３５年には我が国の８５歳人口が１０００万人を超え
ると言われています。８５歳を超えると５割の方が要介護
状態になり、４割の方が認知症という統計が厚労省の国
民生活調書に出ております。今までのように外来に来ら
れることができない自宅療養患者が溢れるのは間違いあ
りません。私が会長をしております神戸市西区医師会で
在宅医療に関するアンケートを医師会員に実施したとこ
ろ、約半数の８６の医療機関から回答がありました。1/4
の医療機関が継続的な訪問診療を実施し、1/4 の医療
機関がその時の状況に応じて往診をし、1/2 の医療機
関は訪問診療、往診共にしていない　との状況でした。
西区医師会で在宅医療を実施している医療機関として
いない医療機関の間で訪問診療、往診の連携の在り方
を検討しているところです。
　昨年９月９日、久しぶりの学２９期同窓会が高槻のホテ
ルで開催され参加しました。同期の佐野学長によるスラ
イドを用いての大学の今昔話で、各テーブルが大盛り上
がり。昭和４９年度の大阪医大の入試問題が回ってきて
当時は英、数、国、理科２科目、社１科目の受験だっ
たことなど懐かしい思い出が蘇り、２年後の神戸での再
会を誓い合って散会しました。回想法は心理療法の一
種で、グループを組んで自分の過去を話あうことで精神
の安定が得られ、認知機能にも好影響を与えるとされて
います。私のような高齢者の同窓会への出席は正しく認
知症対策と言えるでしょう。
　本年が皆様にとって良き１年になることを祈念します。
本年もどうかよろしくお願いいたします。

「高齢者の同窓会出席は
認知症予防になる！？」

神戸支部　支部長　
増井裕嗣（学 29期）

新春のご挨拶
広島県支部　支部長　
小野誠治（学 28期）

　あけましておめでとうございます。寒さ厳しい中、仁
泉会の先生方いかがお過ごしでしょうか。若いころはよく
スキーに行ってました。寒くなると積雪量を気にしていま
した。広島県の北部には、多くのスキー場があり、ＪＲ
芸備線に乗ってスキーに行っていました。芸備線は、広
島から岡山県の新見までの路線でその一部がＪＲの中で
有数の赤字路線で、廃線が検討されているようです。
乗ったことがある路線がなくなるのは、寂しいものです。
現在は１両の気動車で運行されていますが、以前はグ
リーン車のついている急行列車（千鳥､帝釈）もありまし
た。芸備線で思い出すのは、備後落合駅のうどんです。
普通のうどんですが、おでんがのっており美味しかった
な。今は備後落合駅は無人駅になり、うどんのお店もな
くなりました。備後落合から木次線で少し行ったところに
三井野原駅があり、この駅はゲレンデの中にあり、列車
の中でスキー靴に履き替えて、駅に降りたらすぐにスキー
をつけてスキーをしたことを思い出します。芸備線は山の
中を走行し、景色はよく、スイッチバックもあります。広
島県では数年前に可部線の一部と三江線が廃止になり
ました。過疎化が進み、仕方ないことかもしれませんが、
寂しいものです。年頭から寂しい話題ですみません。
　広島県支部では、コロナ騒動から活動をしていません
でしたが、少しずつ落ち着いてきているようなので、今
年は支部総会を開催しようと思っています。よろしくお願
いします。　　　　　　　　　　
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　あけましておめでとうございます。学部２６期の山本祐
三先生より寝屋川市支部長を引き継ぎました、学部３２
期の石田 徹と申します。新年のご挨拶として私の経歴
を紹介させていただきます。
　昭和５８年に大阪医科大学を卒業し、堺 俊明教授が
主催されていた神経精神医学教室に入局しました。人
間の精神的な事柄に興味があったこと、自分自身がプラ
イドの高さと実力のなさの狭間でもがき苦しんでいたこと
などより、精神科を選びました。
　当時は、精神科医は精神病院に勤めるのが一般的
で、多くの病院で統合失調症の患者さんの治療を行っ
ていましたが、統合失調症の難しさを実感しておりました。
　臨床をすることに行き詰まりを感じ、５年目に大学院に
入学し、大学院４年時に米国に留学する機会にも恵ま
れ、精神科で遺伝子を用いた実験をさせていただくこと
ができました。大学に戻り研究を続け、学位も取ることが
でき、新阿武山病院、上野芝病院の勤務ののち、大
阪府済生会茨木病院の精神神経科に非常勤で１年、
常勤で５年勤め、総合病院精神科で勤める面白さを体
験することができました。老人性痴呆疾患センターをして
いたこともあり、４０床のベッドはいつも満床でしたが、保
険点数が低いため、一般病床にうつ病の患者さんに入
院していただき、点数を上げるよう精一杯努力し、月に
９回当直するなど非常に忙しい毎日を過ごしていました。
他科のドクターと交わるのはとても新鮮で、その時の交
流は今も続いています。
　そんな中で、病院の移転の話が持ち上がり、スペース

の問題で精神科病棟は廃止するというので退職すること
になり、平成１３年に寝屋川市香里園でクリニックを開業
しました。テナントを捜している時には「気狂いでっか、
お断りです」などと言われたりもし、精神科クリニックで経
営が成り立つのだろうかと思っていましたが、次第に患者
さんも増え、今となっては、不眠の患者さんも気軽に来ら
れるようになり、時代の移り変わりを感じています。寝屋
川の同門の先生方は優しい方ばかりで、大阪医科大学
の卒業生で良かったとつくづく思っています。
　平成１８年に、同級生とゴルフに行った時、健診は医
師会で胃透視を受けているというと、「あかんよ石田君、
内視鏡検査を受けなさい」と言われ、実際受けたところ、
王監督が胃がんとわかった時と同じ日に早期胃がんが見
つかりました。私は少し長い夏休みをとって、大阪医科
大学附属病院で内視鏡的粘膜切除術を受け、完治す
ることができ、現在も仕事を行うことができています。
　税理士が変わったのを機に、昨年９月よりクリニックを
医療法人に改め、新たなスタートを切りました。早期発
見早期治療をモットーに、健康に留意し、同門の先生
方と和気藹 と々交わりながら、地域医療に貢献していこ
うと思っています。

新年のご挨拶を申し上げます
―R５年度仁泉会
　和歌山県支部総会報告―
和歌山県支部　支部長　
湯川裕史（学 29期）

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年（Ｒ５）にはコロナが５類となり、ようやく日常生活
もコロナ禍以前に戻りつつありますが、本稿をしたためて
います１１月には、依然としたコロナ感染に加えてインフ
ルエンザ感染拡大が叫ばれています。特に小生の現勤
務先の老健施設ではまだまだ油断できず、手綱を緩め
る訳にはいきません。本稿が掲載される年明けには、ど
ちらも沈静していることを切に願います。
　さて仁泉会新春号への寄稿で皆さんに何を報告しよう
かと考えまして、例年投稿してきました仁泉会和歌山県
支部総会の報告で、新年のご挨拶に代えさせていただ
きます。
　わが仁泉会和歌山県支部総会は、晩秋とはいえ異
常に暑い気候をようやく乗り越えた１１月１１日（土）にア
バローム紀の国で晴れやかに開催されました。コロナ禍で、
Ｒ２, Ｒ３年度の総会は中止とし、Ｒ４年度は懇親会を控え
ての開催でしたので、今回は１９名の会員の出席を頂き、
ようやく以前と同様に久々の懇親の場を持てました。さら
に今回は、令和４年新年号に前支部長の田伏先生より
報告されていましたが、大阪薬大との統合に伴った大阪
薬大和歌山県支部「紀薬会」との交流の一環として、
紀薬会役員の３名の方にも出席いただきました。
　総会ではまず、本年より支部長を拝命いたしました湯
川（学２９期）より挨拶をさせていただき、５/２８の仁泉
会総会の報告（ｗｅｂで参加）と、大阪薬大和歌山県
同門会「紀薬会」との交流の件を含めまして今後の和
歌山県支部の方向について話しました。
　本年は３名の会員の方がご逝去されまして、一同で
黙とうを捧げました。
　総会議事では村上浩一先生（学３２期）より庶務報
告があり、会員の現状などの報告を頂きました。会計報
告は塩崎憲先生（学４２期）より頂き、吉田隆昭先生（学
３６期）に監査を頂きました。そして来年度の総会は令
和６年１１月９日（土）に決定されました。
　会員の先生方の話題では、日赤和歌山医療センター
で、吉田先生が副院長に、岡智子先生（学５０期）が

血液内科部長に、松谷泰男先生（学３７期）が乳腺外
科部長にご就任されておられ、大いに活躍されています。
また小林彩先生（学５６期）のご開業も喜ばしい事です。
　特別講演は松谷泰男先生より、「乳癌診療と遺伝子」
というテーマで乳癌医療の歴史と遺伝子分析からの治
療方針の現状など、日赤和歌山医療センターでの先進
の業務についての話を伺いました。
　いよいよ懇親会では前述の紀薬会の役員の方にもご
参加いただき、古田浩太郎先生（学１４期）の乾杯の
ご発声で、華 し々く開宴しました。恒例の自己紹介では、
それぞれの仕事の現状や体調などの近況報告に加えま
して身近な時事ネタの報告も織り交ぜてのスピーチを順
次頂きまして、久しぶりの懇親会のためか皆様からはか
なりのハイテンションを感じました。
　懇親会の締めは皆そろっての学歌斉唱。いまだ医科
薬科大学の学歌は誰も知りませんので、今回も大阪医
大の学歌としました。学生時代に思いを馳せているのか、
一段とボルテージは上がります。
　年に一度の総会懇親会とはいえ、ひとたび一堂に会
せば身も心も一つになれるのは、同門会のすばらしいと
ころと思いつつ、次年度も皆さんが変わりなくこの会に集
まれることを祈念して中締めとしました。
　仁泉会会員の皆様、本年も健やかにお過ごしください。

後列左より　片岩、藤田、瀧本、平松、（紀薬会）（紀薬会）津田、木下、丸山、山本、塩崎、家田
前列左より　吉田、村上、（紀薬会）松谷（泰）、湯川、西岡、古田、橋本、柳川、松谷（良）

　仁泉会の皆様、明けましておめでとうございます。
　令和５年１１月１８日（土）１８時３０分より例年どおり、
料亭「いづみ」にてふぐのコース料理を食べながらの
愛媛県支部総会を開催致しました。横山 闡先生（学１
５期）、長井新一郎先生（学１８期）は都合が合わず
欠席、私（学２３期）、佐藤晴瑞先生（学２８期）、本
田光俊先生（学３１期）、細田欣也先生（学４４期）、佐々
木淳子先生（学４４期）、芦屋から熊野宏二先生（学
３９期）の６名にて約二時間の楽しい会話を楽しみまし
た。ヒレ酒のお代わりをしながら、今年は、コロナ、イン
フルエンザ、インフレ等の社会情勢に話が及び、先ゆき
を不安視する声も聞かれました。来年度は私が県支部

長を退き、佐藤先生にお願いすることで了承を得、再
会を約してお開きとなりました。出席者の写真をご覧くだ
さい。

謹賀新年
愛媛県支部　支部長
井関亮甫（学 23期）

ご出席の先生方：（敬称略）
古田浩太郎 （学１４期）
西岡昭規 （学２３期）
橋本忠明 （学２５期）
向井龍一郎 （学２７期）
湯川裕史 （学２９期）
柳川百代 （学３１期）
松谷良清 （学３２期）
村上浩一 （学３２期）
吉田隆昭 （学３６期）
松谷泰男 （学３７期）

    
藤田定則 （学３８期）
丸山晋佑 （学４１期）
木下博之 （学４１期）
塩崎 憲 （学４２期）
津田祐子 （学５０期）
瀧本真也 （学５１期）
家田淳司 （学５３期）
山本直之 （学５３期）
片岩真依子 （学５４期）
平松政高 （学５５期）
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卒後５０年の新年を迎えて
学部 23期評議員
梶野興三（学 23期）

　新年、明けましておめでとうございます。
　卒後５０年、改めて歳月の経つ速さに驚きを感じます。
私達は１９６８年４月に入学し１９７４年３月に卒業いたしま
した。学生時代を振り返ると、入学後の２年間は阪急京
都線の南、沢良木町の教養学部で過ごし、３回生になっ
て本館を中心とした専門学部で基礎医学と専門医学を
学びました。教養学部は３階建ての小さな建物で、２ク
ラスに分かれ、隣の高校から良く授業を覗かれていたよ
うな記憶があります。教養学部では英語だけでなく、ド
イツ語、ラテン語もあり、また倫理学、哲学の授業もあり
ました。勿論、生物学、化学、物理学等の講義もあり
ましたが、教養学部が出来て数年目で、暗中模索の授
業であったと思います。
　当時は、日本経済の成長期でしたから１９７０年大阪
万博があり、大学生活では多くのクラブ活動、親睦活
動（ダンスパーティー、コンパ・飲み会）があり、そし
てパチンコや麻雀などを大いに楽しみました。さて我々
は団塊の世代で、入学した１９６８年には東大医学部紛
争が始まり、その影響は我々の大学にも波及し、医学
部処分問題や大学運営の民主化などの課題を巡り、教
授会との団体交渉や授業放棄、学内封鎖なども経験し
ました。そして７０年安保闘争、東大安田講堂事件、
浅間山荘事件へと続き、まさに学生運動の真只中の医
学生でもありました。
　専門課程に進み、夜遅くまで解剖実習をした思い出
があります。私は専門課程に入ってからは生理学教室
に出入りしていましたので、教室の先輩から各科の授業
内容や試験情報を教えてもらって多いに助かりました。
そして医師国家試験はグループを作って勉強し、５０年
経った今でもそのメンバーとは機会を作り食事会を楽しん
でいます。学生時代を今から思えば、長いようで短い時
代でしたが、その６年間は心の奥にはっきりと記憶してお
ります。
　さて、卒業後私は泌尿器科教室で３年間臨床医とし
て過ごし、その後本学第２生理学教室に移り、腎臓生
理学で１９８１年に学位を取りました。そして、腎臓生理
学の知識を血液透析に生かしたいと、１９８５年４月に京
阪枚方公園にクリニックを開設しました。そして、２０１７
年１０月まで約３２年間血液透析専門医として従事しまし

た。その間、お世話になった数多くの方々には心より感
謝しております。
　卒業後５０年を振り返ると誠に多くの事が思い起こされ
ます。「生老病死」と密着した医業を生業として、多く
のものを得、多くのものを失いました。そして、「目に見
えぬものの大切さ」を日々実感しております。後期高齢
者となった今は一日でも長く心ゆたかな毎日が送れる様に
と願っております。
　天辺の尺取空を持て余す　　興三　
　　
　さて、最後に大事なお知らせがあります。昨年の秋、
第８２回４９杯ゴルフ（別記事参照）を行いましたが、
参加者協議の上、本年１０月１２日（土）グランビア京
都ホテルにて卒後５０周年同窓会を行なう事になりまし
た。再度、ご案内をいたしますが、今から是非予定に
入れておいて下さい。新春吉報第一号です。大いに楽
しみましょう！

　新年明けましておめでとうございます。令和５年５月８
日、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の位置づ
けが２類相当から５類に引き下げられましたが、依然とし
て感染対策が必要な状況が続いています。
　COVID-19 関連性の皮膚疾患には、蕁麻疹様紅斑、
凍瘡様皮疹などがあります。また、COVID-19 ワクチン
接種に伴う帯状疱疹、円形脱毛症の発生や、アトピー
性皮膚炎、尋常性乾癬などの皮疹悪化例、マスクによ
る尋常性痤瘡が報告されており、COVID-19 は皮膚科
領域にも多大なる影響をおよぼしています。
　アトピー性皮膚炎は、２０２０年４月の開院日に比べ、
治療の幅が飛躍的に拡大しました。２０１８年４月、デュ
ピクセント皮下注を嚆矢とし、２０２０年から２０２１年にか
け、内服ＪＡＫ阻害薬オルミエント、リンヴォック、サイバ
インコが次 と々認可されました。２０２２年８月ミチーガ皮
下注（既存治療で効果不十分な痒みに対し適応）が、
２０２３年９月、アドトラーザ皮下注が販売されました。現
在、デュピクセント皮下注は結節性痒疹に対し追加適応、

新春のご挨拶
（当クリニックにおける活動状況）

学部 43期評議員
黒川晃夫（学 43期）

生後６カ月以上の乳幼児、小児アトピー性皮膚炎への
年齢適応拡大となっています。さらに、オルミエントは、
１５歳以上、頭部の概ね５０％以上の脱毛が６カ月以上
続いている円形脱毛症に対し追加適応されています。
重症患者さんには、自作のアトピー性皮膚炎新規治療
薬の表をもとに、その患者にどの薬がふさわしいか、◎、
〇、△、×をつけて後日、薬剤を選んで頂くこともあれば、
私の方から治療薬を決め、当日注射することもあります。
中には、高額故に治療を辞退される方もおられます。
　休診日の木曜日などに、時々講演を行っています。ス
ライド作成には結構な時間を費やしますが、講演後、知
識が整理され、患者説明にも有意義であったと痛感す
ることがあります。最近、講演内容をもとに、少しずつ
ですがホームページの改正を行うように心がけています。
また、年に 1-２回程度ですが、雑誌への執筆を行って
います。今後、少しでもその数を増やすよう努めていく
次第です。
　よく、クリニックに対しGoogleクチコミが寄せられます。
お褒めの言葉を頂戴することもあれば、お叱りの文章が
くることもあります。どのようなクチコミ内容であれ、一人
ひとり丁寧に返信するよう心がけています。星１つのクチ
コミには、我々が気づいていなかった重要な内容が含ま
れていることがあり、そのことを素直に受け入れることが、
よりよいクリニックにする絶好のチャンスにもなり得るから
です。
　これからも、地域の皆様に貢献できるよう尽力を注い
でまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻のほど、宜しく
お願い申し上げます。

　この度は仁泉会様から、学術集会開催に当たり助成を
賜り、誠にありがとうございました。お陰様を持ちまして、
無事盛会裏に終了いたしましたためご報告ならびに厚く御
礼申し上げます。
　日本脊椎関節炎学会第３３回学術集会は、２０２３年９
月９日～１０日に神戸市に於いて開催いたしました。会場
は今年、仁泉会神戸支部（わたくしも居住地会員です）
集会が開かれた北野プラザ六甲荘で、浅からぬご縁を感
じます。本学会としては４年ぶりの完全現地開催の学術
集会であり、前日まで天候を心配してハラハラおりましたが、

幸い台風も逸れて両日とも爽やかな秋晴れとなりました。
海外演者を除き座長・演者の先生方には無事全員現地
にお越しいただくことができ、参加者も WEB 含めておよ
そ３９０人と、単独開催としては過去最高人数を達成しま
した。日本乾癬学会様との合同開催であった昨年より１０
人ほど少ない会でしたが、若手・多方面の方のご参加
が多く、ニッチな分野ではあるものの非常に勢いのある学
会であることを再認識致しました。講演・セミナー・一般
演題口演はライブ配信も行いましたが、会場はほぼ満席
で、共催セミナーでご用意したお弁当もほとんど残らず！

というくらいの盛況ぶりでし
た。従来の学会の楽しさや
わくわく感を取り戻したい、
それを経験したことのない
若手に、現地開催学会の
醍醐味を満喫してもらいた
いという私の狙いは十二分に達成できたと感じています。
　これをお読みいただいている会員の先生方は、「整形っ
ぽい学会なのになんで小児科医が会長？」と不思議に思
われたかもしれませんので、ここで本学会について少し説
明させていただきます。脊椎関節炎とは、脊椎～仙腸関
節（体軸）およびその周囲に関節炎・付着部炎を来す
疾患群の事で、強直性脊椎炎（国試勉強で“bamboo 
spine”と習ったあの疾患です）、乾癬性関節炎、クロー
ン病など炎症性腸疾患に伴う関節炎、反応性関節炎な
どが含まれます。学会ではＳＡＰＨＯ症候群など関連疾患
の研究発表も行われており、会員の所属は内科・整形
外科・皮膚科・放射線科・小児科など多彩で、分野を
超えた闊達な学術交流が行われている学術団体です。
１９８９年１０月に前身である「日本ＡＳ研究会」が発足し、
２００３年に「日本脊椎関節炎研究会」、２０１０年からは「日
本脊椎関節炎学会」と名称変更され、厚生労働省の難
治性疾患政策研究班とも共同しながら疾患の研究・啓
発・標準的な診療体制の整備に携わってきました。わた
くしは第３０回の秋岡親司先生に続き二人目の小児科医の
大会長なのですが、脊椎関節炎は本邦疫学調査による
と約６％が２０歳未満で発症する若年発症疾患です。そ
の為、発症時期に関わることの多い小児科医の先生方

にはぜひとも知っておいて頂きたい疾患であり、啓発の意
味も込めて大会長に選出して頂きました。ただでさえ、心
身ともに大きな変化を迎える成長期の小児が、慢性疾患
を抱えて治療と向かい合う事は大きな困難を感じることが
あります。小児科医は子どもの総合診療医で、オーケスト
ラのマエストロのような役割があります。「成長」という豊
かな森の中で、縦の糸と横の糸を滑らかに織り上げていく
小児科医の役割は大きいのです。今回は初の試み「そ
の１」としてプログラム編集委員会を立ち上げ、多彩な魅
力あるプログラム構成に仕上げる事ができました。

　テーマである「開雲見日」とは、暗雲が吹き払われ、
再び光明や希望を見出すことや、疑惑や誤解が解けるこ
とを表わすことばです。医療の進歩、研究の発展、治療
薬の革新、疾患教育や疾患啓発、診療科連携など、
脊椎関節炎診療がさらに発展する事を祈って掲げました。
２０２０年初頭に始まったパンデミックは長く我々の生活や健
康を脅かし続けています。医学界においても大きな影響
を与え、「フロアからの活発な質問」がない学術集会はと
ても寂しいものとなりました。若手の医師は「リアルで学会
というものに参加したことがない」と話しており、是非この
学会は「昔の学会」を再現し、現地参加の肌感覚や著
名な先生方との交流などを通じて「学会って楽しいな、
得るものがたくさんあったな」という経験をして頂きたいと
願ってテーマにいたしました。また、若手が成長する姿を
天に昇る龍に見立てて、初の試み「その２」として「若
手優秀演題賞～ dragon award～」を設け、こちらも大
成功となりました。リモート参加という技術を得て、以前よ
り敷居低く海外演者をお呼びすることも出来、新旧の良さ
を取り入れた学術集会にすることができました。また、初
の試み「その３」として、ＳＮＳでの告知ならびに市民公開
講座をオンデマンド配信致しました。まだまだ未診断例が
多いとされる本疾患群において、少しでも疾患啓発が早
期診断・早期治療に繋がればと思っております。
　写真にあるように、初日は成人式の振袖を着用して会

長挨拶を致しました。松竹梅があしらわれた縁起のいい
文様で一目ぼれしたお生地ですが、当時呉服屋さんは
私が医学部生であることを気にされていました。天邪鬼な
私はむしろ面白がって、“藪が藪を着てる”と言われない
よう自らの気持ちを引き締めるつもりで選びました。今回、
「初心に返る」という気持ちと、「患者さんの脊椎を“竹
節様”にしないぞ」という決意を込めて再び袖を通しまし
た。既婚者ではありますが、晴れの舞台という事でご容
赦ください。
　最後になりますが、ご参加・協賛いただいた皆様、プ
ログラム編集委員の先生方、演者・座長の先生方、共
催関係各位、会場スタッフの先生方、そして助成金を頂
きました一般社団法人大阪医科薬科大学仁泉会の先生
方には心より深謝申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻の
ほどどうぞよろしくお願い申し上げます。
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賜り、誠にありがとうございました。お陰様を持ちまして、
無事盛会裏に終了いたしましたためご報告ならびに厚く御
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月９日～１０日に神戸市に於いて開催いたしました。会場
は今年、仁泉会神戸支部（わたくしも居住地会員です）
集会が開かれた北野プラザ六甲荘で、浅からぬご縁を感
じます。本学会としては４年ぶりの完全現地開催の学術
集会であり、前日まで天候を心配してハラハラおりましたが、
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第３３回学術集会を終えて

幸い台風も逸れて両日とも爽やかな秋晴れとなりました。
海外演者を除き座長・演者の先生方には無事全員現地
にお越しいただくことができ、参加者も WEB 含めておよ
そ３９０人と、単独開催としては過去最高人数を達成しま
した。日本乾癬学会様との合同開催であった昨年より１０
人ほど少ない会でしたが、若手・多方面の方のご参加
が多く、ニッチな分野ではあるものの非常に勢いのある学
会であることを再認識致しました。講演・セミナー・一般
演題口演はライブ配信も行いましたが、会場はほぼ満席
で、共催セミナーでご用意したお弁当もほとんど残らず！

文責／第３３回学術集会会長 岡本奈美（学４７期）
　　　（独立行政法人労働者健康安全機構 大阪ろうさい
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われたかもしれませんので、ここで本学会について少し説
明させていただきます。脊椎関節炎とは、脊椎～仙腸関
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spine”と習ったあの疾患です）、乾癬性関節炎、クロー
ン病など炎症性腸疾患に伴う関節炎、反応性関節炎な
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外科・皮膚科・放射線科・小児科など多彩で、分野を
超えた闊達な学術交流が行われている学術団体です。
１９８９年１０月に前身である「日本ＡＳ研究会」が発足し、
２００３年に「日本脊椎関節炎研究会」、２０１０年からは「日
本脊椎関節炎学会」と名称変更され、厚生労働省の難
治性疾患政策研究班とも共同しながら疾患の研究・啓
発・標準的な診療体制の整備に携わってきました。わた
くしは第３０回の秋岡親司先生に続き二人目の小児科医の
大会長なのですが、脊椎関節炎は本邦疫学調査による
と約６％が２０歳未満で発症する若年発症疾患です。そ
の為、発症時期に関わることの多い小児科医の先生方

にはぜひとも知っておいて頂きたい疾患であり、啓発の意
味も込めて大会長に選出して頂きました。ただでさえ、心
身ともに大きな変化を迎える成長期の小児が、慢性疾患
を抱えて治療と向かい合う事は大きな困難を感じることが
あります。小児科医は子どもの総合診療医で、オーケスト
ラのマエストロのような役割があります。「成長」という豊
かな森の中で、縦の糸と横の糸を滑らかに織り上げていく
小児科医の役割は大きいのです。今回は初の試み「そ
の１」としてプログラム編集委員会を立ち上げ、多彩な魅
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図１：学会ポスター　皆が集まって学術の話題に花を咲かせる森に、雲の合間から清らかな光が差しこみ、若手が龍となって成長していく、
そんな2日間になることを祈ってポスターを作成しました。写真は会場近くの布引の滝からの神戸の風景で、私のペットの猫たちが会の成功
を祈ってくれています。
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講座をオンデマンド配信致しました。まだまだ未診断例が
多いとされる本疾患群において、少しでも疾患啓発が早
期診断・早期治療に繋がればと思っております。
　写真にあるように、初日は成人式の振袖を着用して会

長挨拶を致しました。松竹梅があしらわれた縁起のいい
文様で一目ぼれしたお生地ですが、当時呉服屋さんは
私が医学部生であることを気にされていました。天邪鬼な
私はむしろ面白がって、“藪が藪を着てる”と言われない
よう自らの気持ちを引き締めるつもりで選びました。今回、
「初心に返る」という気持ちと、「患者さんの脊椎を“竹
節様”にしないぞ」という決意を込めて再び袖を通しまし
た。既婚者ではありますが、晴れの舞台という事でご容
赦ください。
　最後になりますが、ご参加・協賛いただいた皆様、プ
ログラム編集委員の先生方、演者・座長の先生方、共
催関係各位、会場スタッフの先生方、そして助成金を頂
きました一般社団法人大阪医科薬科大学仁泉会の先生
方には心より深謝申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻の
ほどどうぞよろしくお願い申し上げます。

図５：開会のあいさつ　この日ばかりは緊張して読み原稿を用
意しました。ありがたい事に、開会式から会場は満員でした。

図６：第一会場　初の試み「その４」としてyear in reviewを行
いました。最近は1年に出る論文数が膨大であり、皆様の知識の
整理になったと思います。

図７：海外演者　米国における乾癬性関節炎研究の第一人者
であるAlexis Ogdie-Beatty（Hospital of the University of Pennsylvania, 
University of Pennsylvania School of Medicine）先生にご講演（同時
通訳付き）をいただきました。残念ながらリモート参加ではござ
いましたが、最新のガイドラインの内容をご説明頂ける貴重な
機会となりました。

図４：入口の看板
記念に持って帰ればよかったと、

後で気づきました。

図２：会場の北野プラザ六甲荘　会場は三宮駅と新神戸駅の
真ん中に位置し、有名な北野の異人館街のすぐそばと、大変便
のいい場所でした。料理も美味しく、参加者の評判も上々でした。

図３：コングレバック　気合を入れて作成したコングレバックは
マチの広い保冷バッグで、学会終了後も使用して頂ける作りにし
ています。兵庫県の観光パンフレットとアルコールジェルもお配
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　この度は仁泉会様から、学術集会開催に当たり助成を
賜り、誠にありがとうございました。お陰様を持ちまして、
無事盛会裏に終了いたしましたためご報告ならびに厚く御
礼申し上げます。
　日本脊椎関節炎学会第３３回学術集会は、２０２３年９
月９日～１０日に神戸市に於いて開催いたしました。会場
は今年、仁泉会神戸支部（わたくしも居住地会員です）
集会が開かれた北野プラザ六甲荘で、浅からぬご縁を感
じます。本学会としては４年ぶりの完全現地開催の学術
集会であり、前日まで天候を心配してハラハラおりましたが、

幸い台風も逸れて両日とも爽やかな秋晴れとなりました。
海外演者を除き座長・演者の先生方には無事全員現地
にお越しいただくことができ、参加者も WEB 含めておよ
そ３９０人と、単独開催としては過去最高人数を達成しま
した。日本乾癬学会様との合同開催であった昨年より１０
人ほど少ない会でしたが、若手・多方面の方のご参加
が多く、ニッチな分野ではあるものの非常に勢いのある学
会であることを再認識致しました。講演・セミナー・一般
演題口演はライブ配信も行いましたが、会場はほぼ満席
で、共催セミナーでご用意したお弁当もほとんど残らず！

というくらいの盛況ぶりでし
た。従来の学会の楽しさや
わくわく感を取り戻したい、
それを経験したことのない
若手に、現地開催学会の
醍醐味を満喫してもらいた
いという私の狙いは十二分に達成できたと感じています。
　これをお読みいただいている会員の先生方は、「整形っ
ぽい学会なのになんで小児科医が会長？」と不思議に思
われたかもしれませんので、ここで本学会について少し説
明させていただきます。脊椎関節炎とは、脊椎～仙腸関
節（体軸）およびその周囲に関節炎・付着部炎を来す
疾患群の事で、強直性脊椎炎（国試勉強で“bamboo 
spine”と習ったあの疾患です）、乾癬性関節炎、クロー
ン病など炎症性腸疾患に伴う関節炎、反応性関節炎な
どが含まれます。学会ではＳＡＰＨＯ症候群など関連疾患
の研究発表も行われており、会員の所属は内科・整形
外科・皮膚科・放射線科・小児科など多彩で、分野を
超えた闊達な学術交流が行われている学術団体です。
１９８９年１０月に前身である「日本ＡＳ研究会」が発足し、
２００３年に「日本脊椎関節炎研究会」、２０１０年からは「日
本脊椎関節炎学会」と名称変更され、厚生労働省の難
治性疾患政策研究班とも共同しながら疾患の研究・啓
発・標準的な診療体制の整備に携わってきました。わた
くしは第３０回の秋岡親司先生に続き二人目の小児科医の
大会長なのですが、脊椎関節炎は本邦疫学調査による
と約６％が２０歳未満で発症する若年発症疾患です。そ
の為、発症時期に関わることの多い小児科医の先生方

にはぜひとも知っておいて頂きたい疾患であり、啓発の意
味も込めて大会長に選出して頂きました。ただでさえ、心
身ともに大きな変化を迎える成長期の小児が、慢性疾患
を抱えて治療と向かい合う事は大きな困難を感じることが
あります。小児科医は子どもの総合診療医で、オーケスト
ラのマエストロのような役割があります。「成長」という豊
かな森の中で、縦の糸と横の糸を滑らかに織り上げていく
小児科医の役割は大きいのです。今回は初の試み「そ
の１」としてプログラム編集委員会を立ち上げ、多彩な魅
力あるプログラム構成に仕上げる事ができました。

図８：ポスター会場　熱心な議論が行われるのも、勢いのあるこの学会ならではです。

　テーマである「開雲見日」とは、暗雲が吹き払われ、
再び光明や希望を見出すことや、疑惑や誤解が解けるこ
とを表わすことばです。医療の進歩、研究の発展、治療
薬の革新、疾患教育や疾患啓発、診療科連携など、
脊椎関節炎診療がさらに発展する事を祈って掲げました。
２０２０年初頭に始まったパンデミックは長く我々の生活や健
康を脅かし続けています。医学界においても大きな影響
を与え、「フロアからの活発な質問」がない学術集会はと
ても寂しいものとなりました。若手の医師は「リアルで学会
というものに参加したことがない」と話しており、是非この
学会は「昔の学会」を再現し、現地参加の肌感覚や著
名な先生方との交流などを通じて「学会って楽しいな、
得るものがたくさんあったな」という経験をして頂きたいと
願ってテーマにいたしました。また、若手が成長する姿を
天に昇る龍に見立てて、初の試み「その２」として「若
手優秀演題賞～ dragon award～」を設け、こちらも大
成功となりました。リモート参加という技術を得て、以前よ
り敷居低く海外演者をお呼びすることも出来、新旧の良さ
を取り入れた学術集会にすることができました。また、初
の試み「その３」として、ＳＮＳでの告知ならびに市民公開
講座をオンデマンド配信致しました。まだまだ未診断例が
多いとされる本疾患群において、少しでも疾患啓発が早
期診断・早期治療に繋がればと思っております。
　写真にあるように、初日は成人式の振袖を着用して会

長挨拶を致しました。松竹梅があしらわれた縁起のいい
文様で一目ぼれしたお生地ですが、当時呉服屋さんは
私が医学部生であることを気にされていました。天邪鬼な
私はむしろ面白がって、“藪が藪を着てる”と言われない
よう自らの気持ちを引き締めるつもりで選びました。今回、
「初心に返る」という気持ちと、「患者さんの脊椎を“竹
節様”にしないぞ」という決意を込めて再び袖を通しまし
た。既婚者ではありますが、晴れの舞台という事でご容
赦ください。
　最後になりますが、ご参加・協賛いただいた皆様、プ
ログラム編集委員の先生方、演者・座長の先生方、共
催関係各位、会場スタッフの先生方、そして助成金を頂
きました一般社団法人大阪医科薬科大学仁泉会の先生
方には心より深謝申し上げます。今後ともご指導ご鞭撻の
ほどどうぞよろしくお願い申し上げます。

図９：玉井名誉教授と　前小児科教授でいらっしゃいます玉井 
浩先生に会場にお越しいただき、懇親会でもご挨拶頂きました。
やんちゃな研修医時代からずっと私の成長を温かく見守ってご
指導いただいた先生に晴れ姿を見て頂く事ができ、光栄でした。

図１１：演奏会　大阪ろうさい病院のご近所でビオラ教室を主
宰されております奥　幸代様、バイオリン奏者の由利美佐子様、
バグパイパーの岡部　寛様に素敵な演奏をご披露頂き、とても
格調高く会を盛り上げて頂きました。この後、「会長クイズ」として
前後3大会の会長に関するクイズ大会を行い、ささやかな兵庫
県の県産品をプレゼント致しました。いないだろうな、と思って
いた全問正解者がなんと3人も！（少なくとも1問は私の家族で
ないと答えられないくらいマニアックな質問でしたが）おられて、
熱心な私のファン？！であられたかもしれません（笑）。

図１２：閉会記念撮影　左から杉田侑子先生
（大学小児科助教）、高好紘輝先生（大阪ろうさ
い病院研修医）、岡本、大関ゆか先生（開業）、謝
花幸祐先生（第一東和会小児科部長）。4名の先
生には 2 日間会場スタッフとしてお手伝い頂き
ました。

図１３：１日目会場スタッフ　左から町原功実
先生（大阪ろうさい病院小児科医員）、　高好紘
輝先生、川村尚久先生（大阪ろうさい病院感染
症科部長）、岡本。町原先生・川村先生には初
日に会場スタッフとしてお手伝いいただきまし
た。川村先生（前小児科部長）には学会運営に
関するアドバイスを多数頂きました（阪神38年
ぶり日本一おめでとうございます）。

図１４：back pain & arthritis　脊椎関節炎では炎症性腰背部
痛（inflammatory back pain）が特徴的です。米国から取り寄せた
２つのぬいぐるみを座長・演者席に配置し、dragon award の
副賞にも致しましたが、欧米での本疾患認知の高さに驚きます。

図１０：懇親会来賓あいさつ　現在の勤務先である大阪ろう
さい病院院長の樂木宏美先生（大阪大学大学院医学系研究科
老年・総合内科学名誉教授）にご挨拶と激励のお言葉を頂き
ました。
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　令和５年１０月２８日（土）午後５時からシェラトン都ホテ
ル大阪において仁泉会阿倍野支部総会ならびに懇親会
を開催しましたので、ご報告させていただきます。
　当日は支部会員１５名が集いました。
　まず、５時から伊賀千洋先生の司会で総会が始まりま
した。文殊敏郎先生から開会に際し、挨拶を頂戴いたし
ましたが、久しぶりの対面開催で大変嬉しく思うとのお言
葉をいただきました。その後、今年８月にご逝去された高
木 力先生に対する黙祷を捧げ、会長挨拶（福本）に続き、
総会議事を開始しました。会計収支決算の承認をいただ
いた後、高木先生の後任の監事として森田眞照先生を
満場一致で承認いたしました。次年度の事業計画も決定
し、阿倍野区医師会報告を二村吉継先生から、大阪鉄
道病院報告を熊谷広治先生から報告していただきました。
総会も無事に終了し、恒例のコンサートに移りました。

仁泉会阿倍野支部総会の報告

文責／阿倍野支部 支部長　福本敏子（学 24期）

　今回は文殊敏郎先生によるジャズピアノ演奏と二村吉
継先生と鈴木倫雄先生による歌とギター演奏でした。３人
の先生方は皆様、大阪医科大学軽音楽部 OB であられ
ますが、文殊先生はリタイア後にピアノ演奏を始められた
とのことでしたが、暗譜で有名な３曲をご披露くださいまし
た。二村先生と鈴木先生はギターとヴォーカルで会場中を
盛り上げてくださいました。コンサートが始まると総会の堅
苦しい雰囲気は一気に和らぎ会場中が一つになりました。

　コンサートに続き、懇親会に移りましたが、森田新監事
の乾杯のご発声で懇親会は始まりました。会員の皆様には、
一人ずつ近況報告をしていただき、普段お目にかかれな
い仲間が頑張っている様子に元気をいただけました。参
加者最年長の文殊先生からは、いつまでも老いず元気
でいるために先生が普段心がけている秘訣をお伺いしま
した。認知予防にはインプットとアウトプットのバランスが大
切であり、そのために ①人との会話を心がける　②趣味
に集中する　③美味しいものをいただく　④毎日しっかり
歩くように頑張っておられる との事でした。その実践の一

つとしてピアノ演奏とゴルフのラウンドも続けておられるそう
です。そこで来期は阿倍野支部もゴルフコンペを始めて
みようかという話になりました。会員の平均年齢も上がって
いることから、取り敢えずはゴルフの腕前より、仲良く一
緒に歩くことを目的に始めてみたいと思います。また、顛
末を報告させていただきます。
　アルコールも入り、わいわいがやがやと楽しく過ごす内に、
お開きの時間となり、大阪医科大学学歌斉唱の後、岡 
成樹先生から閉会の挨拶があり恒例の記念撮影の後、
散会いたしました。

文殊敏郎先生の曲目
 ・Tea for Two
 ・星に願いを
 ・Fly me to the Moon

二村吉継先生と鈴木倫雄先生の曲目
 ・Blackbird / Beatles
 ・Norwegian Wood / Beatles
 ・Desperado / Eagles
 ・鼻出血のブルース / Yoshitugu　Nimura

後列左より、鈴木、二村、西口、熊谷、岡（民）、岡（成）、中野、森田（利）
前列左より、清水、長田、伊賀、橋本、文珠、森田（真）、井上　（敬称略）
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　令和５年１０月２８日（土）にホテル阪急インターナショ
ナルにて大阪市淀川区支部会を開催しました。淀川区
支部会は長年休会状態にありましたが、当日は開業医
の先生方だけでなく、淀川区内の医療機関で常勤・非
常勤として御活躍されている勤務医の先生方にも御参
加して頂きました。

2023（令和５）年度　
淀川区支部会開催

文責／淀川区支部 支部長　熊野宏二（学 39期）

　飯田紀彦先生より開会と乾杯の御挨拶を頂き、御出
席の先生方にお一人ずつ、学生時代の思い出や卒業
後の進路等をお話して頂きました。
　約２時間の会でしたが、あっと言う間に時間は過ぎ、
中川浩彰先生、安田守孝先生に閉会のお言葉を頂き、
全員で集合写真を撮り散会となりました。
　今後も毎年１０月の第４土曜日に淀川区支部会を開催
する予定です。多くの先生方の御参加を心よりお待ちし
ております。
　最後になりましたが、久し振りの支部会開催にあたり
御指導を賜りました、仁泉会大阪府支部連合会会長 霜野
良一先生、仁泉会事務局長 天野公博様にこの場を借り
て御礼申し上げます。ありがとうございました。

参加者：（敬称略）
飯田紀彦 （学20期）
中川浩彰 （学32期）
安田守孝 （学34期）
熊野宏二 （学39期）
小森 剛 （学39期）
谷口万紀子 （学39期）
熊野久美子 （学40期）
星 穣 （学42期）
岡田健一郎 （学45期）
増田大介 （学47期）
清水宏泰 （学48期）
田原真由子 （学58期）

　令和５年度の仁泉会三重県支部総会は、令和５年
１０月１５日の日曜日秋空のもと、近鉄津駅前のホテルグ
リーンパーク津で開催されました。
　三重県支部総会は、県単独で行われるのは、２年に
一回、その間に一度、愛知県・岐阜県・三重県の３
県合同の支部総会「新三水会」が開催されます。
　コロナ禍で途絶えていたため久しぶりの仁泉会三重県
支部総会で、盛大に開催できましたと報告したいところ
ですが、三重県の会員の出席が４名と少なく、出席して
いただく仁泉会安藤理事長・大森副理事長・講師の
麻酔科教授南先生（現大阪医大病院長）に申し訳なく
思っています。
　総会は、三重県支部長の開会の挨拶の後、山本栄
先生を偲んで黙とうを捧げ、出席を賜った先生方の紹介
の後、本学病院長の南先生から「大阪医科薬科大学
病院の現況と痛みのお話」と題した講演を拝聴しました。

令和５年度仁泉会三重県支部
総会の報告

文責／三重県支部 支部長　子日光雄（学 25期）

内容のほんの一部を報告しますと、大学の西側に道路
を隔てて中央手術棟が完成し、新本館Ａ棟開院、さら
に三島救急病院で行われていた救急医療が本学に開
設された救命救急センターで始まったことに加え、２０２７
年は大阪医大開学１００週年を迎えることも報告されま
した。
　ご講演の本題である「痛み」については、侵害受容
性疼痛・神経障害性疼痛・痛覚変調性疼痛があり、
症例を交えながら詳しく、機序・治療法等を教えていた
だきました。特に帯状疱疹による神経障害性疼痛は、
教授ご自身の体験に基づいており、拝聴する我 に々も痛
みが伴うほど充実した内容でした。２０１９年より蔓延し
たコロナ感染症では、特に５０歳以上の感染者は抵抗
性が低下しているため、帯状疱疹に罹患しやすく、帯
状疱疹ワクチン接種が重要であると説かれました。　
　最後に歩くことの重要性について言及され、1 日の歩
数が多ければ死亡リスクは減少するが、７５００歩でプラ
トーになるというデータも興味深いお話でした。
　講演終了後は、矢津先生の乾杯の発声の音頭で懇
親会が始まり、談論風発の中で大いに盛り上がり、２時
間があっという間に過ぎてしました。予定の校歌斉唱は
省略となりましたが、中島先生の閉会の挨拶があり、来
年岐阜で行われる「新三水会」での再会を約束して散
会となりました。
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　２０２３年１１月１２日（日）に新阪急ホテルにて八起会
総会を開催しました。
　卒業時の会員は６１名でしたが、全員が９０歳前後で
ありますので現時点での生存会員は２２名です。しかも
ご本人の歩行障害或いは奥様の看護のために総会の
参加が出来ない方が多く、今回の総会出席者は会員６
名、婦人１名でした。

　物故者の冥福を祈った黙祷に始まり、ちょうど本日が誕
生日であった藤田義昭君に対して「Happy Birthday」
を歌って９２回目のお祝いをしました。
　その後、新しく作られた大阪医科薬科大学の学歌を
拝聴しましたが、全員、初めて聴く学歌になじめず、矢

八起会（学八 昭和３４年卒）
総会報告

文責／枡岡 進　常任幹事（学 8期）　　

張り、長年唄ってきた「暁映ゆる東の・・・」が最高
であることを再認識した次第です。
　八起会の評議員である佐々木進次郎君から大学情
報を伺い、なかでも大阪医大出身の多数の後輩たちが
国立大学を始め数多くの大学の教授に就任された事実
を知り、我々の時代とは隔世の感があることを痛感しま
した。

　遠路 金沢から参加してくれました藤田邦彦君の発声
による乾杯で宴会が始まり、新阪急ホテルのご好意で老
人用に作って頂いた「量より質」の和洋折衷料理を味
わいながら昔話に花が咲き、あっという間に予定の２時
間が経過して散会となりました。

　なお、参加者全員の意思で、正式の八起会総会の
開催は今回を最後とし、次回からは有志のみで集まるこ
とにしました。

来年・再来年の１１月の第二土曜日に、お元気にお過
ごしであろう多くの八起会会員が集まってくださることを
御願い致します。

クラス会だより

前列左より　佐々木進次郎君、宮本一君、宮本陽子夫人
後列左より　藤田義昭君、枡岡進君、野澤真澄君、藤田邦彦君

　私の外来での一コマです。相手は、いかにもスポー
ツ好きといった青年。
私 「昔は何かスポーツをしていましたか ?」
青年 「はい、学生時代に野球をしていました」
私 「じゃあゴルフはするの?」
青年 「いえ、ゴルフはしないです」
私 「えー、ゴルフしないの?
 それじゃあ何のためにうまれてきたの。
 ゴルフをしないで人生を終えるつもり?」
青年 「えー、ゴルフってそんな面白いんですか ?」
私 「当たり前や。
 ゴルフほど良いもの世の中にないよ」

　独善的な言葉を吐いてしまいましたが、これも多くの
若者にゴルフをして頂きたい一心からでたものです。と
言うことで、飯の次にゴルフが好きという９名が集まりまし
た。歴史と伝統、風格を備えた兵庫県芦屋カントリーで
１１月４日に４９杯を開催しました。
　成績は、１位 竹中正純（４４、４６グロス９０）、２位 山本 
茂（４８，４６グロス９４）、３位 井関亮介（４９、４５グロス９４）
でした。

ゴルフ49杯

文責／竹中正純（学 23期）

　下記は、今回集まった９名の私なりの寸評です。
明石君 ： ４９杯の実力ナンバーワン。
  今回もベストグロス８８。ニアピン獲得。
井関君 ： 病院経営多忙の中四国から泊まりで参加。
  ４０台を揃える。流石。
梶野君 ： スイング良いも成績に結びつかず。
  俳句、ヨットと趣味多彩。
梶野夫人 ： グロス１０２とあと一歩で１００切り。
  俳人。文武両道。
近藤君 ： 芦屋カントリーのメンバー。今回大変お世話
  になりました。前回の優勝者。
櫻本君 ： ダイエットに成功し若さ取り戻す。
  体の回転が少し不十分。
竹中 ： １番１０番でチップインバーディー。
  ラッキーでした。
中田君 ： 時 シ々ングル並みのショット。
  バンカーが問題でした。
山本君 ： 元野球部だけあり美スイング。ドラコン獲得。

　最後に、最近少し心に残った言葉を紹介します。ＮＨ
Ｋ朝ドラ「らんまん」の主人公になった牧野富太郎博士
の言葉です。当時、平均寿命６３～６４歳のなか９４歳ま
で長寿。
　『やりたいことだけして、長生きする』
　次回５月に第８３回の４９杯を行う予定です。ご参加
お待ちしています。

クラス会だより
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　コロナ禍で永らく順延されていた同窓会が５年半振り
に令和５年１０月、京都四条大橋畔、東華菜館にて開
催されました。
　当日は紅葉が始まった東山連山を借景にまずまず多く
の３８名が出席し、懐かしい学生時代の想い出と共に、
今、正に直面している後継者問題や引退時期、健康
状態などの話題で瞬く間に予定の時間を迎えました。
　次回は卒後５０年、２０２５年節目の年に大阪地区の
諸君のお世話で再会することとなりました。

学部２５期生（昭和５１年卒）
同窓会開催報告

文責／石原 正（学 25 期）

クラス会だより

　令和５年１０月１４日、ヒルトン大阪にて平成１０年卒（学
４７期）同窓会、卒後２５周年記念同窓会を行いました。
　前回より約５年ぶりの開催となりました。
一次会は４７名の参加となりました。福島、東京、山口
と遠方からも多数ご参加いただき、感謝しております。
　１８時より幹事平野の挨拶の後、次期幹事の内田亮
君の乾杯の発声で同窓会が始まりました。前回が５年前
と、久しぶりの開催でしたが、みな楽しく歓談し大いに盛
り上がりました。会の終盤では、１人１分の時間制限で、
全員に近況報告をして頂きました。やむを得ず欠席され
た方からいただいたメッセージは、全て幹事より代読のう
えご紹介させて頂きました。会の終了前には、参加者全
員での記念撮影を行いました。その後の二次会でも３５
名が参加、楽しくもあっという間の有意義な一時を過ご
すことができました。
　みんなそれぞれの分野で活躍していて、大変良い刺
激をもらえました。やはりお互いに利害関係もなく、気を
遣わず話せるのが同級生の良いところです。次回の同
窓会まで健康で、またお会いできることを楽しみにしてい
ます。今回参加できなかった方々の御出席も期待してお
ります。みなさんありがとうございました。

平成１０年卒（学４７期）
卒後２５周年記念同窓会

文責／平野 一（学 47 期）

クラス会だより 参加者（敬称略）：
安倍弘和
稲元輝生
井上洋人
上村直樹
内田 亮
江富朋彦
遠藤由紀子
大内宏之
大室智士
岡本貴子
奥田信昭
金綱規夫
金光大石
菊地奈穂子
清野智恵子
吉良貞昭
桑田すずえ
齋藤陽子
澤木秀明
髙瀬 泉
竹谷味恵
田村滋規
蔡 栄美
辻雄一郎

鄭 聡柄
鄭 充康
中部奈美
西原賢太郎
納田真也
野々口直助
原田文植
平岡やよい
平野 一
藤阪保仁
藤田今日子
藤本陽子
堀 宏成
本庄正朋
増田大介
松井雅裕
丸一みどり
水谷卓雄
峰晴昭仁
向井規子
柳川哲司
吉川聡介
吉村静宜
渡邉 久
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バドミントン部OB/OG総会開催報告

文責／神吉佐智子（学48期）

j i n s e n - p a r k

がったムードの中、今年の西医体後に幹部となった３年
生から、クラブの活動、特に公式試合での戦績につい
て報告がありました。幹部は COVID１９中の２０２１年に
入学した学年です。大学の COVID１９感染対策の方
針でクラブ活動ができない状態が長かったことや、大会
の規模縮小の影響で公式リーグが開催できていなかった
ことがわかりました。COVID１９禍中は玉置淳子部長の
ご指導を仰ぎながら、おそらく先輩に相談したり部員で
話し合って、制限された中でも、部員を増やしながらク
ラブを維持してくれていました。病院内での感染蔓延防
止のため学生生活は制限されていました。私たちが楽し
んだ大学生活もかなり様相が異なったことと推察されま
す。このようなクラブの総会が開催できることを嬉しく思
いました。その後、山田 誠先生（学４６期）からは、
一ノ名先生に始まり医学部３年生の岡本君に至る歴代
キャプテンの名前の読み上げがあり、バドミントン部の歴
史と縦と横の繋がりを感じることができました。山田先生
は幹事として、５年後の５０周年総会の開催案内がＯＢ, 
ＯＧ全員に伝わるようメールアドレスのご確認とメールへの
返信をお願いされました。最後に村尾浩先生（学３７期）
から現役部員に対して試合で勝つための練習の心得を
込めた力強いメッセージが送られました。
　いよいよ、バドミントン部は５年後に創部５０周年を迎え
ます。記念総会は２０２８年９月２２日（祝日、金曜日）に
新大阪で開催する予定です。まずは現役バドミントン部
員が益々活躍できるよう皆様のご支援をお願いいたしま
す。さらに、当日はＯＢ,ＯＧがシャトルを打つ機会を作りた
いと思いますので、皆様の体力維持と自主練もお願いい
たします。最後になりましたが、今回お世話になったホ
テルメルパルク大阪の皆様、仁泉会事務局の皆様、裏
方のお仕事をお手伝いいただいた皆様、ご参加いただ
いた皆様、ありがとうございました。

　夏の厳しい暑さが少し落ち着いた９月２３日にバドミント
ン部OB,OG 総会を開催いたしました。歴代部長の本学
名誉教授の古谷 榮助先生と林 秀行先生にもご参加い
ただき、医学部・看護学部学生３４名、卒業生４４名の
合計８０名が集まりました。遠方からの参加を見込み、
学生の夏休み期間を避けた結果、シルバーウィーク中の
祝日の土曜日に新大阪駅前のホテルメルパルク大阪で開
催しました。私鉄の急な運休には驚きましたが、ほぼ全
員が定刻に着席されました。まず初めに川西昌浩先生
（学３７期）によるバドミントン部新歓恒例の作法に則った
自己紹介の後、今回の総会発起の経緯をお話いただき
ました。続いて初代キャプテンの一ノ名正先生（学３１期）
に開会宣言をいただいた後、古谷先生と林先生からご
あいさつのお言葉をいただきました。瀬木治郎先生（学
３１期）の乾杯のご発声で華やかにお食事会が始まりま
した。世代間交流を促進するため、各テーブルは学生
と卒業生に同席いただきました。親子ほど年が離れてい
ても、大学の先輩・後輩であり、バドミントン部の共通
項があります。ＯＢ, ＯＧは懐かしいメンバーと共に後輩と
話すことですっかり忘れていたクラブのことがどんどん思
い出されたと思います。おいしいフルコースのお料理が
進む中、加藤宗寛（学３３期）に司会を交代し、全学
生の自己紹介が始まりました。川西先生の実例に倣った
自己紹介の作法は若い世代に引き継がれました。盛り上

バドミントン部
ホームページとメールアドレスのお知らせ

ホームページ　https://omc-badminton.jimdo.com　
Google やYahoo、Edgeなどの検索窓に「大阪医大、バド、翔友会」を入力して検索してください。
ブックマークをお願いします。

メールアドレス　omc-badminton@jinsenkai.net
皆様のメールアドレスが変わった時などは上記メールアドレスの翔友会（バドミントン部OB,OG 会）事務局まで
ご連絡下さい。
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大阪医科薬科大学軽音楽部
６０周年記念パーティー報告

文責／二村吉継（学49期）

j i n s e n - p a r k

も普遍の事柄でした。その共通した思いが見事に歴史と
なって繋がっているということを舞台上のお話に感じたの
でした。
　軽音楽部の思い出は２０２２年に取り壊されたクラブハ
ウスの歴史でもありました。学生運動の頃の名残も残って
いた歴史のあるクラブハウスですが、耐震規制から残念
ながら取り壊しになり部室は移転しましたが、本当に多く
のＯＢが学生時代をここで過ごし忘れられない一生の思
い出を作ったことはここに記しておきたいことです。
　一方で音楽を演奏することは私たちにとって不可欠で
したが、漏れる音は部外の方々にとっては騒音に過ぎま
せん。時代とともにコンプライアンスが厳格に求められ、
周りに迷惑をかけないような協調的な存在であるべきで
す。新しい部室では騒音管理を向上させるために、防
音設備が必要とされており、ＯＢの先生方から積極的な
寄付をお願いすることとなりました。防音設備の導入に
よって、軽音楽部員はより良い環境で、周囲の方々にも
迷惑をかけずに活動を続けられるでしょう。この記事をご
覧になるＯＢの先生方には、ぜひご支援いただけると幸
いです。
　さてパーティーは続いてＯＢの演奏に移ります。
Yellow Fuzz Republic：Vo. 垣田先生（学５４期）Dr. 
桜井先生（学４５期）Ba. 藤山先生（学５０期）Gt. 木澤
先生（学５７期）
チチブラブラザーズ：Vo. 田中先生（学４０期）Dr. 成
田先生（学４４期）Ba. 山下先生（学４０期）Gt. 清水
先生（学４４期）の２バンドがオリジナル曲を演奏されまし
た。オリジナルの楽曲を演奏するスタイルは歌詞も含め究
極的な自己表現でもあります。田中先生、桜井先生が
作るナンバーは後輩達からも称賛される名曲も多く、軽音
楽部であるからこそ聴くことができるものであり、一般に流
通する楽曲とは一線を画するものでもあります。
　最後は軽音楽部ならでは、飛び入りで演奏できるセッ
ションコーナーです（Vo. 石﨑先生　Dr. 河野先生　Ba.
尾原先生（学４４期） Key. 木村先生（学５７期）Gt. 林先
生（学５１期）・垣田先生・二村）。Rollover Beethovenを
演奏し、その他の方 も々入り乱れての演奏になりました。
記念撮影をして６０周年記念パーティーは盛会に閉会とな
りました。

　２０２３年の芸能業界の話題ではジャニーズ事務所の
解体が世間を賑わせました。時代は変わり、音楽のあり
方もこの６０年の間に大きく変貌してきました。創部当初

　大阪医科大学軽音楽部が発足したのは１９６０年、ビー
トルズもまだデビューしていない頃のことです。高度成長
期を迎える少し前に創部した軽音楽部には音楽が好きな
学生が集まり楽器を持ち寄り演奏し歌ってきました。コロ
ナ禍で本来は２０２０年に行われる予定であった６０周年
記念パーティーは３年間延期となりましたが、２０２３年１０
月１４日（土曜日）MUSIC SQUARE １６２４ TENJIN
にて行われました。

　まず会の開始にあたり、前キャプテンの上田君（医学
部４年）の司会で亡くなられた先輩方への黙祷が捧げら
れました。開会に際し本学輸血室特務教授 河野先生（学
４１期）の挨拶、勝本先生（学２３期）の乾杯と続きました。
　軽音楽部のパーティーはいつも音楽と共にあり、ここか
ら演奏が始まります。
　まずは現役軽音楽部生による演奏です（Gt./Vo. 酒
井君（４年）Gt. 上田君（４年）Ba. 市川さん（３年）
Dr. 飯居さん（３年）。現役生によるバンド演奏のスタイル
はＰＣを駆使してボカロを使って音楽が創作できる時代に
あってもドラム、ベース、ギター、ボーカルで合奏する形
式は我 Ｏ々Ｂが行ってきたものとほとんど変わることがなく、
安心感がありました。続いて芦邊先生（学６８期）によ
るアコースティックギターによる弾き語りです。
　次にＯＢによる思い出話が始まりました。軽音楽部長の
星賀先生（学３４期）からスタートです。軽音楽部の歴
史の長さのエピソードとして創部は星賀先生の生まれ年
であるということでした。続いて河野先生（学４１期）、
私二村（学４９期）、成田先生（学４４期）、石﨑先生（学
４５期）の順でそれぞれの学生時代の思い出を共に過ご
した旧友の先生方も壇上に上がり語らいました。口を揃
えてみなさんが言われることは新入生の頃、先輩の奏で
る音楽に驚き自分も上手くなりたいという情熱があったとい
うことです。あるいは異性にモテたいという邪な若者独特
のエネルギーもあったにせよ、音楽に感動して表現した
いという気持ちで練習に励んできたということはＯＢも学生

演奏されていたのはハワイアンやジャズであったと聞いて
おります。世間では “不良の音楽” とされたロックが一般
に受け入れられ、アイドルグループが登場し、コンピュー
ターを駆使した音楽など多様化が進展しました。音楽の
楽しみ方もレコード、カセットテープ、CD、MD、DAT
など媒体の進化を経て、今ではスマートフォンによる音楽
のストリーミングが主流となっていることからもわかるように、
文化と技術の変化の波がそのまま音楽の歴史にも影響を
及ぼしています。一方、音楽は平和への祈りを表現する
手段として普遍的なものでもあります。２１世紀になっても、
残念ながら世界では争いが絶えませんが、音楽のジャン
ルや演奏のスタイルの流行は変化し続けても、人との結
びつきや国境を超えた平和への願いはジョンレノンの
「Imagine」が象徴するように、人類の永遠のテーマでも
あります。
　軽音楽部員達は学生時代を共に過ごした思い出や社
会に出てからも心を通わせるツールを育んでいるのだと自
分の過去を振り返り、ステージに立つとそんな風に感じま
した。これからも軽音楽部の歴史が途切れず続いていく
ことを願いつつ、６０周年記念パーティーの報告を終えさ
せていただきます。

参加者：（敬称略）
勝本善衛 （学２３期）  
飯山 基 （学３４期）  
星賀正明 （学３４期）  
森戸俊典 （学３４期）  
三田浩司 （学３８期）  
山下英丸 （学４０期）   
河野武弘 （学４１期）  
田中 馨 （学４１期） 
尾原幹啓 （学４４期）  
清水啓二 （学４４期）    
清水祥子 （学４４期）   
成田敬介 （学４４期）   
石﨑英介 （学４５期）   
櫻井幹士 （学４５期） 
佐久間 航 （学４９期） 
田尻健介 （学４９期） 
土居 温 （学４９期） 
二村吉継 （学４９期） 
乾 崇樹 （学５０期） 
藤山 徹 （学５０期） 
林 篤史 （学５１期） 
田中智人 （学５２期） 
平山 尚 （学５２期）   
垣田 謙 （学５４期）   
山川美帆 （学５４期）  
木澤 隼 （学５７期）   
木村誠吾 （学５７期）  
佐田蓉子 （学５９期）  
上田知佳 （学６２期）   
東堂まりえ （学６３期）  
奥野隆祐 （学６４期）  

砂田 桃 （学６４期）  
廣川貴久 （学６５期）  
砂田大賀 （学６６期）  
中田康貴 （学６６期） 
芦邊祐規 （学６８期） 
垣内俊祐 （学７０期） 
志賀慧史 （学７０期） 
塩谷一真 （学７２期） 
澤井優樹 （学７２期）  
渡辺 愛 （看護専門学校ＯＧ）

        〈現役部員〉 
池田裕菜 （医学部６年）
上田匠真 （医学部４年）
酒井舜也 （医学部４年）
中里かりん （医学部４年）
美濃輪将嗣 （医学部４年）
小林眞子 （医学部４年）
中埜 響 （医学部４年）
清水夏鈴 （医学部４年）
飯居華美友 （医学部３年）
市川ウララ （医学部３年）
竹中悠翔 （医学部３年）
八田 響 （医学部３年）
石原幸佳 （医学部２年）
上西輝征 （医学部１年）
湯峯聖也 （医学部１年）
宮崎樹心 （医学部１年）
山本依澄 （看護学部１年）
福森英舞 （看護学部１年）
村上咲絵 （看護学部１年）
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奈良の春日野

文責／岡野 准（学 21 期）

j i n s e n - p a r k

の種の殻が柔らかくなり、発芽率が４０～５０％に上がる
そうです。広い園内の芝地の芝刈りを業者に委託すると、
年間１００億円位費用が必要なのですが、鹿が食べてく
れるので芝刈り作業は不要との事です。つまり、鹿が芝
を食べる→芝生を刈り込まなくても済む→鹿が糞をする
→発芽率の増した芝生の種が混じる、糞虫が糞を片付
ける→糞虫が増える、芝生が良好な状態に保たれる、
環境が保たれる・・という都合の良い循環が出来てい
るようです。鹿は毎年角が生え変わるのですが、どこで
生え変わるかは分かりませんので人為的に鹿の角を切っ
て、角を回収し細工物に加工し収入にしています。入
館料が必要ですが「ならまち糞虫館」：開館日時：土日
のみ（１３：００～１８：００）住所：奈良市南城戸町２８－３、
という私設の昆虫館も出来ています。奈良市では鹿が
大切にされていますので周辺の地域から奈良市内に鹿
が集まってくるそうです。奈良公園には珍しい甲虫も多
いし蝶等もいるのですが、動植物の採取について採取
禁止の生物や禁止の範囲など複雑な規則があるそうな
ので、植物や昆虫の採集はしないで下さい。
　余談ですが、先程フンコロガシと呼びましたが、日本
の糞虫で糞を球にして転がすものはいないとの事です。
また、糞虫はクソムシ又はフンチュウと読みます。クソム
シとはずいぶん汚い響きですが、甲虫なのでコガネムシ
に近い形をして角を持つ種類や金属光沢で美しい色合
いの種類もいます。観光土産品に「鹿のふん」「鹿の
鼻くそ」という菓子も売られています。

　昭和２３年生まれの小生に近い年代の方は、御存知
の方が多いと思いますが、女優吉永小百合が歌った「奈
良の春日野」昭和４０年（西暦１９６５年）に発表された
楽曲が、昭和６２年（西暦１９８７年）に再度脚光を浴
びました。切っ掛けはフジテレビの昼休みの人気番組
『笑っていいとも！』で、「あかしやさんま」さんが「サ
ユリスト」として有名な「タモリ」さんに対し吉永小百合
が鹿の糞の歌を歌っている事を告げると「嘘つけ！小百
合ちゃんがそんな歌を唄うはずは無い！！」とタモリは憤り
ましたが、その後実際に吉永が歌唱する「奈良の春日野」
を聴かされると、タモリはビックリ仰天し落胆しました。そ
の後サンマはからかい続けるのですが、これってハラス
メントですよね。
　歌詞は『奈良の春日野青芝に　腰を下ろせば鹿の糞
フンフンフーン黒豆や　フンフンフーン黒豆や　フンフンフ
ンフン黒豆や』というコミカルなものです。
　春日野とは春日山の西側のふもと一帯で東大寺と春日
大社の間に広がる５００haを超える奈良公園の主要部で
野生の鹿が約１３００頭程暮らしています。奈良公園で
鹿煎餅を買って与えようとすると、わらわらと鹿が寄って
きます。鹿は生物なので食べれば所構わず糞をします、
個体差は有りますが１頭が１日に出す糞は１kg位と言わ
れています。１３００頭だと１日計１.３t、１年間で４００tを
はるかに超す計算になります。誰かが片付けなければ、
臭いもしますしハエも発生するはずですが、実際には鹿
の糞だらけということはありません。ですが奈良公園管
理事務所では「来園者の出すゴミは収集していますが、
シカのフンは掃除していません。」との事です。実際には
糞虫（所謂フンコロガシ・エジプトのスカラベ）が鹿フン
を食べて綺麗に片付けているそうです。糞虫は甲虫でカ
ブトムシやクワガタの仲間です、日本には約１５０種のフン
虫が知られ、うち約５０種が奈良公園で確認されている
との事です。限られた範囲に、国内に生息する種の
1/3 もいて、自然の状態では１０％以下しかない芝の発
芽率が、シカに食べられフンに混じって出てくると堅い芝

学 27 期の細井 順先生の記事が京都新聞（11月14日）と中日新聞（11月7日）に掲載されました。

京都新聞 １１月１４日

中日新聞 １１月７日
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二度 先端届く？

筋肉内異物摘出術

令和５年５月８日

タンス

ポン太ールカプセル 25 0m g（学31期）

まんが第65回スペシャル拡大版
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令和５年度第 1回理事会
日　時：令和５年５月２０日（土）午後３時から
場　所：母校総合研究棟１２階　第２会議室

Ⅰ報告事項
　１． 物故者１１名
　２． 令和５年度入学式
　３． 大阪府支部連合会支部長会
　４． 板谷外科同門会
　５． その他

Ⅱ協議事項
　１． 議事録署名者の件　可決承認
　２． 第３０回全国私立医科大学同窓会連絡会
　　　「西部会」出席の件　理事長、副理事長出席
　　　可決承認
　３． 第３１回全国私立医科大学同窓会連絡会
　　　「全国会」出席の件　理事長、副理事長出席
　　　可決承認
　４． 次期役員推薦候補者の件　可決承認
　５． 令和４年度収支決算（案）及び監査報告の件
　　　可決承認
　６． 令和５年度総会運営の件　可決承認
　７． 名簿印刷データ出力対応の件　可決承認
　８． 次回会議の件　可決承認
　９． 母校募金パンフレット配布の件　可決承認

令和５年度第２回理事会
日　時：令和５年７月１５日（土）午後３時から
場　所：母校新講義実習棟４階　特別応接会議室

Ⅰ報告事項
　１． 物故者　７名
　２． 支部会報告
　　 高槻支部総会
　　 西宮支部総会
　　 東日本支部総会
　　 神戸支部総会
　３． その他

理事会開催報告

Ⅱ協議事項
　１． 議事録署名者の件　可決承認
　２． 会務分掌の件　可決承認
　３． 令和５年度奨学生採用の件　７名可決承認
　４． 令和６年度総会の件　京都開催　可決承認
　５． 令和５年度免除会員の件　可決承認
　６． 山口県支部合同同窓会開催の件　可決承認
　７． 次回会議の件　可決承認

令和５年度第３回理事会
日　時：令和５年９月１６日（土）午後３時から
場　所：母校新講義実習棟４階「特別応接会議室」
Ⅰ. 報告事項
　１． 物故者１０名
　２． 大阪府支部連合会役員懇談会
　３． 全国私立医大同窓会連絡会「西部会」
　４． その他
Ⅱ. 協議事項
　１． 議事録署名者の件　可決承認
　２． 大阪府連秋季学術講演会出席の件　可決承認
　３． 解剖慰霊祭出席の件　可決承認
　４． 三重県支部総会出席の件　可決承認
　５． 令和６年度学術集会助成申請の件　可決承認
　６． 基金運用の件　可決承認
　７． 卒業記念品の件　可決承認
　８． 三者懇談会の件　継続審議
　９． 次回会議の件　可決承認

高医 14期　浅野浅雄先生

令和４年３月１９日肺炎の為ご逝去（９９歳）
昭和１９年卒。
大阪市大正区にて内科をご開業になり、ながきにわたり
地域医療に尽力されました。
ご遺族　妻　富久枝様

高医 18期　川上勝朗先生

令和５年１０月２８日老衰の為ご逝去（９７歳）　
昭和２４年卒。
卒業後、大阪医科大学小児科に入局。昭和３３年から
は助教授を務められ、ポリオワクチン開発など多大な功
績をあげられました。昭和５５年に吹田市でご開業され、
平成３１年に閉院されるまで、地域の小児医療に多大な
貢献をなさいました。地区医師会の会合や仁泉会支部
会にも積極的にご参加になり、ご自身の経験を生かした
貴重な提言をなさっておられました。
ご遺族　長男　朗（ろう）様

学部 6期　中井育夫先生

令和５年１０月１９日ご逝去（９５歳）
昭和３２年卒。
ご遺族　妻　美智子様

学部 11期　安藤千里先生

令和５年１０月１７日老衰の為ご逝去（８５歳）
昭和３７年卒。
八尾市にて耳鼻咽喉科をご開業になり、地域医療に尽
力されました。
ご遺族　養女　竹田加代様

学部 16期　高桜龍一先生

令和５年１１月１３日慢性閉塞性肺疾患の為ご逝去（８２歳）
昭和４２年卒。
昭和５３年２月１日に富山県下新川郡にて内科をご開業
になり、平成２８年１０月３１日に閉院されるまで３９年間に
わたり地域医療に貢献されました。
ご遺族　妻　美根子様

学部 18期　梅原 稔先生

令和５年８月１日慢性呼吸不全の急性憎悪、右膿胸の
為ご逝去（８３歳）
昭和４４年卒。
卒業後、済生会茨木病院に勤務されました。昭和６０
年に高槻市にて整形外科を開院され、平成２２年までの
２５年間地域医療に貢献されました。高槻市医師会理
事、学校医もお務めになられました。
ご遺族　妻　由紀子様

学部 23期　福本謙一先生

令和４年１０月３１日悪性リンパ腫の為ご逝去（７５歳）
昭和４９年卒。
ご遺族　子　諒子様

学部 23期　松本博城先生

令和５年１１月１０日肺塞栓症の為ご逝去（７６歳）
昭和４９年卒。
卒業後、京都大学脳神経外科学教室に入局されました。
昭和５０年に神戸神鋼病院に出向された後、昭和５２年
に近畿大学外科学教室に入局され、昭和６３年からは
米国カリフォルニア州ベクトンディッキンソンモノクローナル
抗体研究所にて客員研究員として勤務されました。平
成１年からの近畿大学外科でのご勤務を経て、平成１０
年に富田林市にて花園クリニックをご開業になり、地域
医療に尽力されました。
ご遺族　妻　礼子様

学部 27期　曽我部俊大先生

令和５年１０月８日心機能不全の為ご逝去（７０歳）
昭和５３年卒。
卒業後、母校外科に入局されました。昭和６２年１月か
ら平成５年８月までの医療法人清仁会シミズ病院でのご
勤務を経て、平成５年９月に京都市にてそがべ医院をご
開業になり地域医療に貢献されました。現在医院はご
長男様が引き継いでおられます。
ご遺族　妻　文子様

学部 28期　三木正之先生

令和５年１１月１２日大腸がんの為ご逝去（７１歳）
昭和５４年卒。
平成５年に高槻市にて医療法人三木医院（小児科）
をご開業になり、令和１年に閉院されるまでの２６年間地
域医療に尽力されました。
ご遺族　妻　泰子様　長女　麻椰様
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大阪医科薬科大学 女性医師の会
メールアドレスご登録のお願い

仁泉会女性会員の皆様に下記の通りメールアドレスのご登録をお願い申し上げます。
一部の先生方で、メールが差し戻される事例が発生しております。

メールアドレスのご登録

上記アドレスまで ①氏名（本学在学中の旧姓）　②卒業年度もしくは学期　
③メールアドレス　をお送りください。
お手数をおかけしますが、皆様のご協力をお願い申し上げます。

※迷惑メール対策を取られている先生におかれましては「jinsenkai.net」ドメインからの受信を
「許可」にご設定いただきますようお願い申し上げます。

大阪医科薬科大学女性医師の会
代表　福本敏子（学 24 期）

メールアドレス：omc-women@jinsenkai.net　

令和 6年度の大阪府連支部長会は下記にて開催いたします。

詳細の御案内は郵送にてお送りさせていただきます。

支部会、クラス会等の開催告知を仁泉会ニュースに掲載させていただきます。

お気軽に事務局までお送り下さい。
※発刊予定を巻末の「編集部より」を参考に、なるべく早くお知らせいただけますと幸いです。

２０２４年度版会員名簿作成について

　令和６年度事業として、２０２４年度版会員名簿の作成準備を行っております。

仁泉会ニュース３月号（５５巻２号）に登録事項確認書を封入させていただきますので

先生方におかれましては、登録記載事項をご確認の上、ご返信をいただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。

　名簿作成にあたり、登録確認を他社に委託は致しません。また、電話で先生もしく
はご家族、従業員様に登録事項のご確認をすることもございません。
　必ず返信先を仁泉会事務局にした上で、郵送にてお尋ねをしておりますのでご留意

をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

名簿編集係

支部会クラス会等のご案内募集

令和６年度定期総会開催（予定）のお知らせ

令和６年度大阪府支部連合会支部長会
開催のお知らせ

以上

以上

記

記

日　時：令和 6年 5月26日（日）午後 3時から

場　所：ホテルグランヴィア京都
総会終了後懇親会を開催いたします。

令和６年度の定期評議員会・総会は下記にて開催を予定しております。

先生方におかれましては、今から予定にお加えいただければ幸いです。

多数のご参加をお待ちしております。

日　時：令和 6年 5月11日（土）支部長会　午後 4時 30 分から

場　所：ホテルグランヴィア大阪　
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受賞・受章の際は編集部にお知らせください
各地での喜びの受賞・受章等がございましたら、事務局あてに書面、新聞などをお送り下さい。
FAX、メールでのお知らせも歓迎いたします。本誌にて広く紹介させていただきます。　編集係

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和５年度　10，000 円
令和４年度　10，000 円
令和３年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●55 巻２号（令和６年３月 1日発行）
　締切　令和６年１月末日
●55 巻 3 号（令和６年 5月 1日発行）
　締切　令和６年 3月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636

　今号は安藤仁泉会理事長、植木大学理事長、佐野
学長をはじめ、各支部長先生方の新春挨拶などで、久
しぶりに分厚くなっています。また、各支部や同窓会、
クラブＯＢ・ＯＧ会の模様なども伝えていただきました。
コロナ禍で３年以上自粛ムードが漂っていましたが、徐々
に以前に戻りつつあるようで、仁泉会ニュースヘの投稿
が増えることを期待しています。しかし、以前とまったく

同じようになるのは難しそうです。各種学会やセミナーは
ハイブリッドやＷＥＢのみの開催になっていますし、情報
交換会、懇親会はことごとくなくなっていました。これら
が完全復活することはなさそうです。懇親会がなくなると
主催者側は開催費用が節約できます。案外儲かってい
るかもです。

（治）

仁の泉
学部１０期クラス会
三六医会　様

仁泉会にご寄付を頂戴いたしました。
厚く御礼申し上げます。
誌面にご掲載をさせていただき
感謝の意を表します。

　　一般社団法人大阪医科薬科大学仁泉会
　　　　　　　　　　理事長　安藤　嗣彦




